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報
Hニ

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

「江
戸
初
期
型
付
に
基
づ
く
笑
験
的
復
元」

小

一司

山

起

子

・
江

川

文

ぃ
以
・
柳
瀬

千

松

・
深
川
伸
希

望

11 

二

O
ご
一
年

.
一
川
-
五
日
に
鋭
仙
会
能
業
研
修
所
舞
台
に
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
H
μ
初
期
刷
付
に
ぷ
づ
く
尖
験
的
制
限
必
」
を
お
こ

な
っ
た
こ
の
企
画
の
山
川
党
内
…
は
山
中
均
チ
氏
を
中
心
に
h
b
必
の
凹
名
が
二
0

.
年
.
-
川
か
ら
U
砂
川
開
い
て
い
る
‘
巾
北
大
午
付
以
同

A
飢
所
A
臓

の
秋
川
川
崎
介
中
人
心
r
山
下
の
明
付
を
次
む
研
究
会
で
あ
る
川
究
会
は
.

メ
ン
バ
ー
が
減
介
烈
付
中
の
山
を
.
山
ず
つ
羽
一
当
‘

mH刊
の
写
点
版
を

む
と
に
翻
刻

-m釈
を
し
て
品
川
で
E

H

凡
を
述
べ
A
H

い
、
倹
川
川
す
る
形
で

お
こ
な
っ
て
い
る
。
hrU
州
市
付
は
現
行
m
h
付
と
w
A
な
り
独
引
の
川
J
・
4

述
法
が
あ
り
、
解
訟
は
悶
向
田
を
緩
め
た
n

し
か
し
減
介
限
付
の
川
話

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
、
そ
れ
を
活
問
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
山
中
で
の

m

d
の
仰
い
万
を
犯
糾
し
た
う
え
で
砲
の
解
釈
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に

少
進
の
烈
付

・
金
μ什
小

Km…仕
M
H
付
・

ハ
ボ
節
仕
m

H
川・

附
ん
氷
の
刷
H
H
川
市
サ
川

時
代
の
十
日
明
付
や
現
行
制
官
付
を
参
々
に
し
な
が
ら
削
m
dを
浪
ね、

当
時

の
M
H
が
と
の
上
う
な
も
の
で
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ル

l
ル
で
刈
述
し
て

い
る
の
か
研
允
を
縦
け
て
さ
た

こ
の
よ
う
な
研
究
会
を
亙
ね
る
う
ち
に
、
解
釈
し
た
邸
付
を
也
体
的

に
舞
台
し
し
で
は
た
い
H
彼
足
し
た
い
と
い
う
思
い
に
.
全
っ
た
そ
こ
で
、

減
介
が
金
ぷ
流
の
下
川
少
進
に
能
を
判
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
シ
テ
万

余
存
流
井

K
此
北
氏
と
、
文
m
M
m
A口
の
能
の
所
作
研
究
で
、
既
に
モ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ

T
l
の
ぬ
泌
す
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
シ
テ

M

M
険
流
H

内
野
.
此
総
代
に
尖
泌
を
お
願
い
し
た
む
・
・
人
の
州
允
へ
の
則

前
と
協
-Mが
な
け
れ
ば
、
今
向
の
彼
必
は
尖
現
で

3
な
か
っ

た

あ

ら

た
め
て
感
訓
を
巾
し
仁
げ
た
い
内

中1
H
は
、
山
ご
と
に
小
判
中1
行
が
成
行
と
彼
-r
h
で
民
な
る
部
分
?
を

必
明
、

一2
現
行
↓
復
一
江
の
順
で
実
演
‘

3
判
当
行
と
術
者
で
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
な
獲
を
選
択
し
た
の
か
、
工
夫
し
た
点
な
ど
を
説
明
す
る
と

い
う
近
め
万
を
し
た

約
九
十
お
引
の
参
加
が
あ
り
、
会
均
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
広
凡
を
い
た
だ

い
た
-
二
時
川
少
々
で
凶
仙
の剖
m
A
・
尖
泌
は
よ
め
込
み
す
ぎ
で
あ
る

と
の
立
礼
や
、
現
行
の
別
に
と
ら
わ
れ
す
vu
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
術
協
ら
企
げ
た

1

i

i

'

l

i

 



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

尖
は
現
在
も
研
究
会
を
継
続
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
立
見
も
参
考

に
し
て
今
後
も
彼
冗
の
よ
み
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
与
え
て
い
る
。

こ
の
食
聞
に
あ
た
っ
て
は
詳
細
な
資
制
刊
を
作
成
し
た
の
で
、

以
下
に
当

日
配
布
し
た
資
料
を
掲
級
す
る
。
な
お
当
口
限
付
資
科
の
明
ら
か
な
誤

り
浮
は
巡
穴
、
訂
正
し
た
。

12 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

(中
司
山
起
子
)

「江
戸
初
期
型
付
に
基
づ
く
実
験
的
復
元
」

-
八
一

O
O

一
八
一

一
O

一
八
一

-一一

O

一
八

一
五

0

.
九
一

0
.h

一
九
一

一
五

一
九
一

一-二九 十

-
川
十
一九
日
(ト小
}
六
時
1
八
時
午
、
山
桝
仙
会
能
淡
町川
修
所

A
K
体
必
明

〈千
手
〉
ク
セ

.IJ~ Jf:: 
!ff 上
iE ft 
J五宕 :it 司

ぞう ." .l、
支js:唾1l'L、
凶~副 .ìJ 111 江 ，η
J可 j上 111rl' !こ1~~ 111 
文 |lj起:.11起伶
山 W~ 八「子
三 ご:~ (!(; 

〈山川
然
川
上
〉
ク
セ

ク
セ
の
討
議

休
怨
〈
m村
〉
キ
リ

井
上
質
北
地
ぷ

辻
井
八
郎

(
加
胤
え
深
岬
附
乱
叩
切

ι)

叫
向
野
正
必

地
A

H
K
山
佳
三

(
復
元
柳
瀬
千
砲
)

〈山
姥
〉
キ
リ

一
九

一
戸九
五
キ
リ
の
付
設

e-
O
一
一
O
全
体
の
肘
ぷ
と
mH鋭
応
酬
什

川
前
者
全

u

牢
木
市
桝
耐
強
は
、
糾
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
恭
髭
研
究

(B
)
「「
能

渓

m一付
」
資
料
の
全
国
的
調
任
と
、
技
芸
伊
水
に
お
け
る
そ
の
役

訓
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究
成
米
の

.mで
す
。

-H
・本
村
の
実
泌
は
、
彼
元
し
た
型
付
と
多
少
即
時
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

f
'
mく
だ
さ
い
。

{本
・
口
取
り
抜
う
制
叫
付
資
料
に
つ
い
て
}

秋
川
実
令
市

『
品
本
」
(
ボ
北
大
学
附
阿
国
内
航
厳
)一一一術
、
=
.
八
山
所

以
。
包
紙

「伽
開
市
か
御
ぷ
本
」
、

H
K紙
打
付
舟
に

「品
本
(十
.
・
中

・

下
ご
と
託
さ
れ
て
い
る
の
内
容
は
能
の
盟
付
。
帥捌ト
u
-相
伝
し
た
年

を
注
託
す
る
山
も
あ
り
、
慶
長
十
九
年
前
後
の
年
記
が
多
く
見
ら
れ
る
o

m付
の
内
紛
什
は
ど
の
山
も
む
ら
な
く
ぷ
制
で
、
少
泣
か
ら
柄
山
を
受
け

た
内
符
と

「
窓
舞
抄
』
と
の
比
牧
や
、

金
森
大
夫
(安附
川
)
・
氏
以
立

巴

・
池
川
術
後
守
な
ど
の
型
も
記
す
。
ま
た
、
挟
み
込
み
紙
が
放
枚
あ

る
。
な
か
に
は
・
バ
利
問
年
に

「制
川
必
近
大
火
作
間
」
{
九
附
)が
城
介

に
宛
て
た
〈庁
間
砂

・
芭
烈
〉
の
・
本
ユ
リ
に
つ
い
て
教
示
し
た
冷
状
な
ど
も

あ
る
。
市
部
北
大
学
附
胤
肉
必
館
に
は

「向山鈴
妙
」
も
所
出
賦
さ
れ
て
お
り
、

刷日付
山中に

「
京
」
と
山
記
の
あ
る
問
は
こ
れ
に
拠
っ
た
ら
の
と
ザ
え
ら

れ
る
。

..1: f:火
~ 111 
昔;~~ zzi 
一つ
11: い
六て
七 }

万
治

1f 

Ti. 
JL 
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山
羽
凶
閉
山
城
主
秋

m愛
季
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
る
一
大
.
比
卜
九
年

正
月
品
川
凪
陀
秀
吉
に
領
地
五
万
二
千
石
を
安
堵
と
蔵
入
地
二
万
六
千
石
支

配
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
慶
長
七
年
ご
六

O
二
)、
常
陸
宍
戸
に
転
封
、
同

卜
年
九
月
従
冗
位
ド
秋
凹
城
介
と
な
り
、
大
阪
向
跡
に
も
参
戦、

秋
山

米
中
興
の
飢
と
仰
が
れ
た
。
先
水
じ
年
{
.ムハ
一一・

0
)
、
仕
附
の
終
成
を

理
由
に
(
真
相
不
明
で
伊
勢
制
熊
(
あ
さ
ま
)
に
諭
せ
ら
れ
、
万
治
・

一年

(
一
六
五
九
)十

一
月
・
一卜
九
日
岡
地
で
死
去
。
(
以
上
、
『
同
史
大
辞

典
」
」
HH

川
弘
文
・
郎
‘
昭
和
万
一
五
年
ヒ
刀
に
よ
り
抜
粋
引

m。)
本
願
寺
の

幼
行
で
ぶ
人
此
の
前
制
を
し
た
、
下
川
少
進
(一

-h
rn・
4
|
で
ハ
一

六
)
に
師
事
し
、
尖
季
三
十
七
歳
の
時
に
少
巡
に
宛
て
た
耐
艇
長
十
七
年

六
月
二
日
付
の
起
強
制
文
が
現
存
す
る
(
鴻
山
文
脱
出
鰍
「
起
請
文
帖
」
)
。

{流
出
限
に
よ
る
所
作
名
称
の
泌
い
}

・
↑
相
手
を
k
げ
な
が
ら
前
へ
山
、
お
手
を
上
げ
て
止
ま
る
。

閥
附
凶
サ
ン
込
ミ

閤
凶
凶
指
ン

-M
を
持
っ
た
十日
手
を
体
の
検
か
ら
頭
の
上
を
通
し
て
、
胸
前
で
先
へ

山
す
。
向
こ
う
を
指
し
て
い
る
。

岡

州

幽

サ

ン

悶

附

凶

指
シ
マ
ワ
シ

，S Hu t
 
{剣
刻
凡
例
}

4

、
で
き
る
だ
け
似
体
に
近
い
・
千
に
翻
刻
す
る
。
旧
乍
体
は
新
乍
体
に

改
め
な
い
。

一
、
一

つ
書
き
毎
に
改
行
し、

ま
ず
本
行
の
詞
章
を

「

」
を
付
し
て

記
し
、
そ
の
一
一
州
車
の
直
後
に
絞
け
て
傍
件
の
型
付
等
を
記
す
。

13 

.
、
前
後
の

一
つ
川
き
に
M
輔
さ
な
い
、

.
つ
仕
刊
さ
で
は
な
い
記
事
は
、

そ
の

一
ま
と
ま
り
で
適
当
な
佼
悦
に

一
段
務
取
る
。

一
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
、
適
立
句
読
点
を
揃
う
。
(
一
つ
書
き
の
一

の
下
に
も
占
…を
術
う
)

、
部
内
…
は
似
文
に
時
折
見
ら
れ
る
の
で
締
わ
な
い
。

一
、
山
名
に
は
〈

〉を
付
す
。
内
題
に
も
、
そ
の
下
に
情
報
が
あ
る
場

合
の
見
易
き
を
考
隠
し
て
付
け
る
。

一
、
仙
川
名
に
は
『

』
を
付
す
。
(例

・
32)

一
、
難
説
文
字
は
・
で
ぶ
す
。

一
、
ル
ピ
は
当
該
却
の
直
後
に

〔
〕

を
付
し
て
示
す
。

一
、
一
誠
意
の
直
後
の
省
略
を
表
す
縦

一
本
線
は
、
ー
(
令
角
ダ
ッ

シ
ュ
)
を
川
い
、
「
潤
卒

l
」
と
、
「
」
の
小
に
入
れ
て
炎
す
。

.
、
垂
れ
鈎
は
{
全
品
川
斜
線
)
と
必
す
。

一
、
「:・
し
て
」
「
合
余
」
等
を
炎
す
合
ハ
チ
は
片
仮
名
、
前
後
の
表
必
に

よ
り
平
仮
名
、

決
字
に
聞
く
。

一
、
九
印
等
の
記
号
を

mい
た
時
入
記
事
は
、

Z
-化
し
た
形
で
記
し
、

必
ひ
も
似
態
に
近
い
記
号
を
川
い
て
H

火
花
す
る
。

一
、
見
出
チ
も
刀
直
後
の
削
械
を
却
し
、
守川
以
前
の
文
字
を
読
み
取
る

こ
と
が
出
来
る
場
合
は
補
注
槻
(
以
下
参
照
)
を
設
け
て
記
す
。

一
、
数
文
字
分
組
ぃ
伎
の
空
白
は
、
詰
め
ず
に
ス
ペ

ー
ス
を
巡
宜
用
い
て

，〈ドー
。

，yh'
・4w，
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〈千
手
〉ク
セ

{翻
刻
(
部
分
)
}

中
司

出
起
子

一
、
「
今
は
伴
弓
」
泣
タ
ル
近
所
ニ
ハ
心
シ
ツ
メ
タ
ル
古
也
。
又
フ
ミ

テ
ス
、
ム
c

俗
ニ
也
。
成
「
よ
し
力
な
し
」
ト
云
カ
ラ
フ
ミ
テ
出
ル
。

.、

「
い
つ
か
た
も
」
釘
ノ
日
比
ヲ
引
、
九
封
ヲ
れ
ヘ
ヒ
ラ
キ
、

叶
い巾・ヲ日凡

ル
心
ア
リ
。

.、

「網
を
刷
れ
た
る
」
右
ノ
足
ヲ
フ
ミ
出
シ
、

um
ヲ
左
ヨ
リ
右
へ
ア
ツ

カ
ヒ
、
則
釘
ノ
足
ヲ
一騎
ニ
ツ
レ
テ
ヒ
ラ
キ
、
ソ
レ
ヨ
リ
ス
、
ム
。
又、

礼
的
ニ
歩
ハ
カ
リ
モ
ス
ル
。

一
、
「
し
つ
ミ
は
は
て
す
し
て
」
ツ
レ
ヲ
ミ
ル
。

一
、
「
名
を
こ
そ
な
か
せ
」
左
へ
廻
ル
。

、
「
爪
・M
W
か
手
に
」
釘
へ

M
引
勉
ス
。

一
、
「心
の
外
の
郎
入
」
タ
イ
ハ
ィ
。
リ
入
タ
イ
ハ
イ
ノ
心
ナ
シ
ニ
モ
。

一
、
「
尖
や
世
中
ハ
」
上
M
M州品川
。

:
「
定
な
き
か
な
」
準
。
タ
イ
ハ
イ
ノ
徐
ニ
ス
ル
。
成
タ
イ
ハ
イ
シ

ナ
カ
ラ
ノ
ル
。
少
ツ
、
也
。
.
小
州
内
総
ニ
ス
ル
。
制川也
。

て
「
衆
徒
の
手
に
」
身
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
正
而
ヲ
ミ
ル
。
録
…
子
細
シ
ナ
也
。

或
ツ
レ
ヘ
ム
ク
。

一
、
「
と
に
も
品
川
に
も
」
ツ
レ
ノ
方
へ
少
歩
。

一
、
「
X
か
ま
合
に
」
た
へ
廻
ル
。
十U
鍬

一
、
「愛
は
い
つ
く
そ
」

一比
而
ヘ
ム
キ
ム
円
。
前
へ
指
ス
。

一
、
「
八
儀
の
」
ヒ
ラ
キ
ミ
ル
。

一
、
「
と
を
た
ふ
ミ
」
タ
イ
ハ
イ
シ
テ
、

フ
ミ
ス
ユ
ル
。

一
、
「
足
か
ら
は
こ
ね
」
ス
、
ミ
出
ル
。

て
「
明
も
や
す
ら
ん
足
刀
復
」
少
ヒ
ラ
キ
、
先
ヲ
ミ
ル
。
ア
マ
リ
不

均
所
也
。
介
化
成
ノ
名
ナ
ル
故
ニ
天
ハ
.
小
見
出
、

一
、
「
か
ま
合
山
に
」
又
、
心
へ
出
制
テ
廻
ル
。

一
、
「
う
き
限
そ
と
」
ノ
リ
ナ
カ
ラ
右
へ
ヒ
ラ
キ
、
先
へ
山
山
U
o

b
以ハ

市
・
衡
ヘ
ム
ク
。

一
、
「な
る
れ
ハ
袋
も
忍
ね
の
」
抗
衡
ヲ
指
テ
ヒ
ラ
キ
ミ
ル
。

一
、
「灯
階
、
つ
し
て
ハ
」
正
一印
へ
ム
キ
、
扇
ニ
テ

一
ツ
ア
フ
キ
、
ニ
ツ

メ
ニ
省
へ
指
テ
廻
ル
。

一
、
「尚
さ
へ
し
き
る
」
正
州
ノ
パ
ヲ
ミ
ル
。

、
「四
聞
に
後
歌
の
」
一一川
、
而
ニ
ア
テ
ヌ
也
。
ワ
キ
ニ
カ
マ
ユ
ル
山
出
。

或
如
常
、
而
ニ
ア
ツ
ル
コ
ト
モ
布
。
其
時
モ

「閥
而
」
ト
云
文
一一d
ニ

比
波
ス
心
山
。
JM
ワ
キ
ニ
カ
マ
ユ
ル
時
モ
川
前
山
。

.、

「何
と
か
へ
す
胸
刊
の
愉
」
タ
イ
ハ
イ
、
必
タ
イ
ハ
イ
ニ
ア
タ
ル
械

ニ
ス
ル
。
必
友
む
へ
ノ
ル
。
本
ノ
タ
イ
ハ
イ
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。

一
、
「涙
を
そ
へ
て
」
指
テ
れ
へ
題
リ
、

一此
而
へ
ム
キ
舛
返
ス
。
タ
イ

、，

。

''
d
 

一
、
「
勺
ふ
る
え
の
」
然
組
ス
也
。
則
タ
イ
ハ
イ
、
語
長
キ
位
ニ

二
ツ

魁
リ
テ
タ
イ
ハ
イ
仕
タ
ル
官
。

千
H
M
の
山
骨
舛

(川仰紙
)

一
、
「
今
は
梓
弓
」
よ
り
フ
ミ
テ
ス
、
ム
。
静
ニ
山
U
0

.
、
「
E
Mか
手
に
」
ト
一
ぷ
所
ニ
テ
、
け
榊
ヲ
有
へ
引
姐
ス
。

一
、
「外
の
ミ
や
ζ

人
」
ニ
テ
、
タ
イ
ハ
イ
。
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一
、
「実
や
仙
一
中
は
」
上
ハ
、
ツ
ネ
ノ
コ
ト
ク
。

で

「
定
め
な
き
依
」
ニ
テ
一M
ヲ
挙
。
タ
イ
ハ
イ
。

一
、
「然
従
の
下
に
|」
身
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
正
問
ヲ
日
比
ル
G

傑…

ιJ釧
シ
ナ
由
。

一
、
「
又
鎌
合
」
ニ
テ
お
へ
勉
ル
。

一
、
「愛
は
い
つ
く
そ
」
ニ
テ
前
へ
街
。

て

「
八
焔
の
」
ニ
テ
ヒ
ラ
キ
凡
ル
也
。

、
「
述
江
」
ニ

テ
フ
ミ
ス
ユ

ル
。

一
、
「
足
柄
絡
線
」
ニ
テ
ス
、
ミ
出
ル
。

一
、
「
駐
日
月
夜
」
ニ
テ
ヒ
ラ
キ
見
ル
。
住
所
ノ
名
ナ
ル
故
-
一、

天
ハ
不

け
ん
也

て
つ
つ
き
限
そ
と
」
ニ
テ
坑
衡
へ
ム
ク

、
「
愛
も
忍
ひ
背
」
ニ
テ
車
衡
ヲ
指
テ
、
ヒ
ラ
キ
見
ル
。

一
、
「俊附
附
し
て
ハ
」
ニ
テ
正
耐
へ
ム
キ
、
川
ニ
テ
.
ツ
ア
フ
キ
、

二

ツ
メ
ニ

ιへ
桁
テ
創
ル

て

「
雨
さ
へ
し
き
る
」
ニ
テ
正
而
ノ
天
ヲ
見
ル
。

一
、
「
四
而
に
山
花
欲
」
ニ
テ
問
、
而
ニ
ア
テ
ヌ
出
。
ワ
キ
ニ
カ
マ
ユ
ル
也
。

一
、
成
如
A

旬
、
戸川
ニ
ア
ツ
ル
恨
モ
ア
リ
。
火
山
吋
モ

「
附
耐
」
ト
去
文
J

ニ
見
ワ
タ
ス
心
也
。
刷
、
ワ
キ
ニ
カ
マ
ユ
ル
ト
キ
モ
同
前
也
。

、
「
何
と
か
返
す
舞
の
袖
」
ニ
テ
、
タ
イ
ハ
イ
。
左
タ
イ
ハ
イ
ニ
ア

タ
ル
峨
ニ
ス
ル
山
。

一
、
「
泌
を
そ
へ
て
」
ニ
テ
折
テ
む
へ

廻
リ
、
正
而
へ
ム
キ
、
持
返
ス
。

一
、
「
雪
の
ふ
る
え
の
」
ニ
テ
舞
廻
ス
也
。
則
タ
イ

ハ
イ
、
謡
(
長
*
)

キ
故
ニ
、

ニ
ツ
勉
リ
テ
、
タ
イ
ハ
イ
仕
タ
ル
よ
円
。

われ、

元
利
冗
年
八
川
於
ぷ
郎
、
少
進
法
印
ニ
瑚
川
也

{門刷問ジ
タ
マ
マ
}

〈地
〉
¥今
は
梓
弓

大
小
前
ヨ
リ
.
肱
へ
川

よ
し
力
な
し
蜜
衡
も

れ
ヘ
ネ
ジ
{
枇
小
ヲ
H

比
ル
心
)

ひ
か
ん
と
す
る
に
い
ず
方
も

行口比

一日
比
山
川
ナ
ガ
-7
・
ウ
ラ
悦
シ
マ
ワ
シ
、
正
ヘ
ネ
ジ
‘
左
下
回
ヲ
指
ス

網
を
置
き
た
る
ご
と
く
に
て

nm
カ
ニ
川
制
収
ヨ
リ
釘
へ

γ
ツ
均
イ

の
が
れ
か
ね
た
る
淀
鰹
の

行へ
組
リ
{tr
F
ス
)、
ト
人
小
山
川
ニ
テ
正
へ

J
比
山川
ナ
ガ
ラ
出
川
シ
マ
ワ
シ
‘
H
K
白
.
仕

J
H
2AF
 

生
捕
ら
れ
つ
つ
川
越
の
、
盟
房
が
手
に
わ
た
り

応
ヒ
ロ
ゲ

心
の
ほ
か
の
抑
制
入
り

'
a
H
n
 

〈シ
テ
〉
¥げ
に
や
世
の
中
は

大
左
打

〈地
〉
¥
定
め
な
き
か
な
神
無
月

山
舞
ノ
前
後
ハ
京
舞
抄
ヲ
川
ル
也
。

本
「
H
K
」
が
脱
sm
か

{実
験
的
復
元
}

(ハ川市
は

『
金
uw
泌
仕

m
m附』
M

別組相
川
(金
作
円
満
介
会
川
町帆
却岬}に
よ
る
}

者i'h....， 15 
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正
先
へ
打
込
ミ

時
雨
降
り
お
く
奈
良
坂
や

術
シ
ヒ
ヤ
キ

-t山
J
H
見ル

衆
徒
の
手
に
わ
り
な
ぱ

十
円
ヘ
ネ
ジ
、
島
県
島
四
万
(
脇
山
崎
)
へ
一
二
回
崎
山
ル

と
に
も
か
く
に
も
は
で
は
せ
で

人
へ
魁
リ

ま
た
か
ま
く
ら
に
わ
た
さ
る
る

大
小
前
ニ
テ
正
ヘ
ネ
ジ
、
.
足

m.
品
川
シ
ヒ
ラ
キ
(
正
副
ヲ
見
ル
)

こ
こ
は
い
ず
く
ぞ
八
つ
婦
の

ぷ
む
、
仕
此
メ

く
わ
い
の
み
や
こ
い
つ
か
ま
た

仙川
F
「
ド
ね
」
(
行
}
・
「
う
」
{
ト
包

三
河
の
国
や
遠
江

正
先
へ

ω.
出川シ

足
柄
箱
線
・
フ
ち
過
ぎ
て

ヒ
ツ
キ
-
d
7
H見ル
.

A
小
リ
宵
附
7
L
T
-ツ
ズ

明
け
も
や
す
ら
ん
星
月
夜

出
制
シ
マ
ワ
シ
‘

hu
へ
慾
リ
{
手
ド
ス
}

鎌
倉
山
に
入
り
し
か
ぱ

ju
中
ニ

T
白
川
晶
四
十

H
{
H
M
m
-
へ
旬
キ
.
.
 M
山川

憂
き
限
り
ぞ
と
思
い
し
に

術
シ
馴
る
れ
ば
こ
こ
も
忍
び
h
M

に

ヒ
ラ
キ

哀
れ
普
を
思
い
饗
の

.
札
ヘ
オ
シ
.
マ
ホ
キ
恥

y
.
.
 
ツ
メ
ニ

r
出
川
シ
マ
ワ
シ
.
行
へ
創
リ

灯
時
咽
う
し
て
は
敏
行

a氏
が
涙
の

大
小
前
ニ
テ
正
へ
山
川
{
正
面

j
k
ヲ
地
問
ス
}

雨
さ
え
し
き
る
夜
の
空

常
ノ
カ
マ
エ
エ
瓜
シ
ナ
ガ
ラ
ぷ
ウ
【
M

地
引
カ
ズ
}

〈
シ
テ
〉
¥
図
面
に
楚
歌
の
声
の
内

ト〈ト花ド
U

狛
チ

「
そ
」
戸
布
)

〈
地
〉
¥
伺
と
か
返
す
舞
の
そ
で

正
へ
一
足
州
.
出
川
シ

7
7
y

思
い
の
色
に
や
出
で
ぬ
ら
ん

行
へ
園
田
リ
‘
人
小
前
ニ
テ
出
川
シ
.
泡
シ

涙
を
そ
え
て
め
ぐ
ら
す
も

品
川
へ
行

A
H
ト
リ
、
カ
ザ
シ

宮
の
ふ
る
え
の
枯
れ
て
だ
に
花
咲
く

ん
へ
園
田
リ

千
手
の
俗
な
ら
.は

トA
小
前
ニ
テ
ド
庁
・
打
、
住
比
メ

盟
ね
て
い
ざ
や
返
さ
ん
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〈
自
然
防
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〉
ク
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刻
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部
分
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文
忠

ワークショップ fì. [戸jりI)WJ1I~f.JにJt;づく災験的iUJじj

少

:
ド
附
少
進
相
伝
の
製
↓
ゴ
シ
ッ
ク
体

金

:
金
森
大
夫
の
型
l
教
科
害
体

少
進

・
金
彩
、
ど
ち
ら
の
般
か
の
明
記
の
な
い
担
、

「少
-
A
M
川
」
と
あ
る

m
l別
制
体

彼
一バ
に
保
川
し
た
筒
所
l
傍
線
を
引
く
。

お
よ
び

此
口・治噌'

一
、
「
賞
滞
の
距
下
に
」
、
少
、
少
ワ
キ
正
面
へ
歩
。

一
、
「
池
の

fmを
比
波
せ
ハ
」
、
少
、
右
ヘ
扇
指
廻
シ
、
ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
。

金
、
左
へ
ヒ
ラ
キ
、
大
臣
いほ
ノ
方
ヲ
日
凡
テ
歩
.

一
、
「さ
む
き
胤
に
ち
る
仰
の」
、
少
、
左
足
ヲ
フ
ミ
出
シ
テ
、
一
品
ク
ミ

テ
、
敵
ヲ
自
ヲ
付
テ
、
下
ヘ
見
ル
。
扇
ニ
テ
下
ヲ
指
。
右
ヘ
ヒ
ラ
ク
一
扇
子

也
。
ヲ
ツ
ル
所
ハ
真
中
也
。
金
、
右
へ
ヒ
ラ
イ
テ
上
ヲ
ミ
ル
。

っ
「

一
策
水
に
」
、
少
、
ヒ
ラ
キ
、
下
ヲ
ミ
ル
。

ぺ
「
ま
た
妹
と
い
ふ
山
と
、
少
、
右
ヘ
身
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
。

一
、
「成
宅
に
お
ら
け
る
か
」、
少
、
真
中
ノ
落
葉
ノ
所
ヲ
ミ
ル
。
金
、

右
へ
ヒ
ラ
キ、

円相
ヲ
肯
向
グ
指
テ
下
ヲ
ミ
ル
。

一
、
「そ
の

一
葉
の
上
に
の
り
つ

、
」
、
少
、
前
ヘ
扇
指
テ
、
足
ヲ
モ
ノ

ル
心
に
ツ
カ
フ
。
少
也
。
金
、
(
清
経
〉
ノ
舟
ニ

ノ
ル
心
。
下
ヲ
指
、
サ

，ノ

n〆
.

一
、
「次
第
次
第
に
|」
、
少
、
又
右
ヘ
ヒ
ラ
キ
、
ミ
テ
、
頓
而
左
ヘ
廻
。

一
、
「
い
と
は
か
な
く
も
柳
の
は
を
|
汀
に
よ
り
し
」、
少
、

ノ
リ
ナ
カ

17 

ラ
右
ヘ
身
ヲ
出
-ァ
、
葉
ヲ
指
ス
。
前
ヘ
ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
。

一
、
「
伝
く
る
妹
の
|
|
つ
く
れ
り
」、
{日
以
)少
、
タ
イ
ハ
ィ
。

(
末
尾
)
金
、
門
調
ヲ
引
テ
ミ
ル
・

(
挿
入

一
一
、
「
災
も
と
思
ひ
」、
金
、
タ
イ
ハ
イ
・
)

一
、
「
政
・
M
m
娃
に
め
さ
れ
て
」、
(打
ワ
キ
)金
、
足
フ
ミ
・
(
ぶ
ワ
キ
)

ス
、
ミ
、
正
面
ヲ
ミ
ル・

一
、
「
μ刊
を
こ
さ
波
り
て
」、
少
、
右
へ
扇
ヒ
ラ
キ
、
見
テ
、
右
へ
廻

L
v

。
一
、
「御
代
を
治
め
給
ふ
事
一
万
八
千
後
と
か
や
」
少
、
カ
タ
タ
イ
ハ

ィ
、
ヒ
ラ
キ
、
ヨ
セ
イ
也
。
金
、
右
へ
指
テ
ヒ
ラ
ク
・

一
、
「し
か
れ
は
舟
の
」、
(れ
ワ
キ
)少
、
お
ノ
身
ヲ
出
シ
テ
、
間
ヒ
ロ

ク
ル
、
如
常
。
{
ぷ
ワ
キ
)川
併
ル

一
、
「
公
に
す
、
む
と
い
汁
た
り
」、
少

・
金
川
。
円削減
γ

テ
タ
イ
ハ
イ
、
ノ

・レ
。
て
「
挟
ま
た
天
子
の
御
仰
を
」
、
少
、
正
面
ヲ
指
、
ミ
ル
。

一
、
「
削
納
と
お
れ
付
税
り
」
、
少
、
左
廻
(こ
の
刷
寸
九
で
聞
む
)
。
金
、

グ
イ
ハ
イ
ノ
宕

jmヲ
引
、
ヨ
セ
イ・

.
、
「
舟
を

一
袋
と
い
ふ
市
J
之
、
少
、
左
へ
廻
。
金
、
少
ヒ
ラ
ク
・
指

テ
キ
ッ
ト
見
、
財
右
へ
廻
ル
・

一
、
「
君
の
御
脱
出
町
を
」
、
少
、
正
面
ヲ
指
テ
、
ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
。

一
、
「
郎
副
鶴
首
と
」、
少
、
タ
イ
ハ
ィ
。
念
、
舞
カ
ヘ
シ
、
タ
イ
ハ
イ

シ
ナ
カ
ラ
ワ
キ
ミ
ル
.

一
、
「此
御
代
よ
り
を
こ
れ
り
」
、
少
、

ワ
キ
ヘ
ム
キ
合
テ
、
指
テ
又
ヒ



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

ラ
キ
、
ミ
ル
。

¥8 

{尖
験
的
御
.ん
}

{
人
小
h
m
v

「
に
」
で
(われ
M
品で
}
比
約

F
を
つ
紛
み
、
硲
.d
仰
の
いH
向
へ
以
υ
比
渉
〈

〈
地
〉
¥
京
帝
の
臣
下
に
貨
秋
と
云
へ
る
士
卒
あ
り
。

“↑H
・
州
を
"
で
サ
シ
.
州
.
h
U
ん
山
刊
を
H

見
る

あ
る
時
貨
秋
鐙
上
の
。
池
の
面
を
見
渡
せ
は
。

K
Mぬ
を
や
れ
γ
人
主
〈
州
し
て
、

A
Kを
は
た
地
問
、
仰
の
広
が
倣
る
H
怖
を
じ
っ
と
は
る

よ
う

μ
、
均
台

F-光
を
H
比
て
、
徐
々
に
鼠
を
搭
と
し
‘
日
で
指
し
な
が
ら
正
光
ド
を

H

見る
ご

折
節
秋
の
末
な
る
に
、
さ
む
き
嵐
に
散
る
柳
の
、

m.
ド
を
H

子

。

，

H

ウ
ケ
A
H
t

・2

一
業
水
に
浮
か
み
し
に
。

ま
た
蜘
鯨
と
云
ふ
虫
。

正
副
へ

ρし
.
仰
の
換
が
"
の
む
た
と
よ
ろ
{
正
光
ト
を
は
る

こ
れ
も
虚
空
に
沼
ち
け
る
が

前
へ

U
で
サ
シ
込
‘
「
の
り
つ
つ
の
「
の
「
り
」
で

G
・
だ
と
M
品
約

f
c

そ
の
ひ
と
葉
の
よ
に
泉
州
つ
つ
。

わ

H

ウ
ケ
{
H
凡
る
}

次
第
次
第
に
さ
さ
が
に
の
。

学
問
の
鉱
に
作
を
ね
じ
っ
て
ぶ
万
向
へ
山
川
喜
、
在
へ
廻
り
、
ト
人
小
品
川
あ
た
り
ま
で
行

〈
(
正
へ
点
す
}

い
と
は
か
な
く
も
柳
の
薬
を

寄
り
し
秋
簡
の
。

吹
き
来
る
風
に
肢
は
れ
。
汀
に

足
フ
ミ
を
し
な
が
ら
れ
ウ
ケ
、
仰
の
廷
の
あ
た
り
(
正
先
ド
}
を
指
す
。

立
ち
来
る
蜘
鯨
の
振
舞

んわ
H
打
ち
込
み
、
閃

げ
に
も
と
思
ひ
初
め
し
よ
り
。
工
み
て
mmを
送
れ
り
。

正
出
へ
匙
み
.
仰
を
H

凡
る

策
車
市
こ
れ
に
召
さ
れ
て

川
耐
を
似
し
な
が
ら
れ
ウ
ケ
戸
川
比
る
)
行
へ
判
る

烏
江
を
こ
ぎ
渡
リ
て
蛍
尤
を
易
く
亡
ぼ
し

片
左
む
、
開
門
刷
を
広
げ
る
一

智
代
を
治
め
給
ふ
事
。

一
蕊
八
千
歳
と
か
や
。

(
正
小
で
で
し
ゲ
川

〈シ
テ
〉
¥
し
か
れ
ば
般
の
せ
ん
の
字
を

人
ん
行
・

M
品
納

f

〈
地
〉
¥
公
に
す
す
む
と
也
き
た
り

証
印
ヘ
サ
シ
込
問
、
.
止
耐
を
は
る

さ
て
又
天
子
の
御
納
を
、
総
桐
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
り
。

'
九
に
泊
る

舟
を
一
葉
と
曾
ふ
ゆ
こ
の
御
学
よ
り
始
ま
れ
り
。

正
樹
ヘ
サ
シ
込
問
、
正
面
を
は
る

ま
た
君
の
御
座
郎
加
を
。

ト
在
十
日
。

総
頭
韻
台
と
申
す
も

地
ぷ
仰
の
ワ
ー
と
向
、
d
A
H

い
、
サ
シ
込
問
.
ワ
干
の

rnを
礼
ゐ
.

こ
の
御
代
よ
り
起
句
」
れ
り
。
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〈
川
付
〉
キ
リ

{翻
刻
(
部
分
)
}

i~ 
i事

{Ii 
守{
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、
「
知

N
と
い
ひ
し
|
」
漸
々
此
文
汀
ノ
時
分
ヨ
リ
正
耐
へ
ム
キ
出

ル
由
。

.、

「ま
し
て
や

l
」
凶
ニ
テ
正
副
ヲ
前
へ
指
由
。
入
制
也
0

.、

「あ
の
、
伝
川
町
村
伝
」
右
へ
ヒ
ラ
ク
也
。
俄
懸
ノ
松
ナ
ト
ヲ
指

タ
ル
七
日
戸

一
、
「鬼
神
ハ
剛山小
A

」
ぷ
ヲ
見
ナ
カ
ラ
ぶ
へ
大
ニ
勉
ル
。

:

「山
の
こ
と
く
に
み
え
た
る
」
浜
ノ
万
ヘ
ム
キ
、
ト
れ
処
ヲ
フ
ミ
コ

ミ
、
又
わ
れ
へ
ヒ
ラ
キ
、
叫
ヲ
ヒ
ロ
ケ
カ
サ
シ
述
比
ル
山出
。

曹、

「あ
れ
を
み
よ
1
」
急
俊
正
而
ヘ
ム
キ
、
川
ニ
テ
折
テ
け
ん
ル
也
ι

一
、
「
ふ
し
き
ゃ
な
味
方
の
軍
兵
の
」
指
タ
ル
叫
ヲ
引
テ
、
礼
、

正

日
間
ヘ
ス
、
ム
也
。
キ
ヲ
イ
タ
ル
心
持
士
円

ぺ

「
千
下
観
行
の
光
を
|
」
お
へ
日
ニ
テ
指
マ
ハ
シ
テ
、
見
、

X
引

テ
見
ル
。

、
「
取
中
で
に
飛
行
」
又
治
組
ス
以
ニ
し
て
、
行
へ
制
リ
、
正
日
間
ヘ
ム

キ
ス
、
ム

、
「
子
の
御
子
初
に
」
川
ヲ
丸
小
ヘ
ヨ
七
、
点
打
ノ

F
ニ
テ
タ
テ
ニ

持
フ
ミ
ス
ユ
ル
ツ
ヨ
ミ
他

.、

「ト
人
悲
の
づ
に
ハ

l
」
れ
予
ヲ
政
、
づ
ト
心
俗
、
川
必
へ
似
ル
山
山

、
「
.
政
は
な
せ
ハ
千
の
欠
先
」
川
ヲ
カ
ナ
メ
ヲ
先
ニ

し
て
.
ト
N.N

へ
遣
ナ
カ
ラ
、
則
左
足
ヲ
叫
ニ
添
テ
、
サ
ソ
ク
ニ
テ
他
山出
。
対
ノ
内

ノ
附
段
目
ノ
頭
ノ
取
カ
ヘ
ス
凶
ヲ
泡
鉱
也

s
 
'
 

a

，
a
 
i
 
l
 
-
-
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.
「
山
彼
と
ふ
り
か
、
っ
て
」
初
ニ
氏
へ
治
タ
ル
川
ヲ
UM
K
テ
‘
れ

へ
取
巡
シ
ナ
カ
ラ
、
文
、
バ
ニ
A
H
テ
.
G
へ
廻
ル
也
ワ
キ
正
剛
へ
ム

キ
タ
ル
時
分
ニ
、
れ
へ
ト
ル
川
早
川鰍

一
、
「
鬼
神
の
う
へ
に
乱
部

l
」
正
副
へ
ム
キ
合
、
正
而
ヲ
リ凡テ、

「乱

議
レ
ハ
」
ト
文
一
万
二
合
テ
、
川
刷
ヲ
如
常
行
ノ
一
川
ノ
上
ニ
テ
取
出
シ
ナ

カ
ラ
、
在
へ
廻
ル
也
。
必
右
へ
ノ
サ
ソ
ク
肝
要
也
。
机
明
党
問
段

H
ノ

カ
シ
ラ
ノ

M
ア
ツ
カ
イ
也
。

、
「鬼
神
ハ
不
残
う
た
れ
に
け
り
」
焔
懸
ノ
ガ
ヘ
ム
キ
、
h
h
u
A
ヲ
フ

ミ
コ
ミ
、
航
而
引
テ
、
又
フ
ミ
山
シ
テ

一
ツ
比
フ
ミ
ス
ル
也
。
ツ
ヨ

ミ
ニ
フ
ミ
ツ
ク
ル
ト
川
ク
、

M
ヲ
ヒ
ラ
メ
テ
、

「う
た
れ
に
け
り
」

ト
一ぶ
文
一d
ニ
A
H
テ
、
打
隊
ニ
ス
ル
変
ニ
テ
ハ
、
打
仕
同
州
七
ス
し
て
、

ぷ
ノ

「
カ
タ
キ
ハ
ホ
ロ
ヒ
ニ
け
り
」
ト
・
f
h

所
ニ
テ
、
如
此
ノ
ル
札
制叫ス

ル
モ
b
H

、
「有
か
た
し
/
¥
し
ゃ
波
に
呪
阻
諸
ド
ど
い
正
而
ヘ
ム
キ
AU
ア、

合
掌
し
て
、
ノ
ル
足
フ
ミ
ヲ
し
て
、
正
耐
ヘ
ス
、

-
、
乎
ヲ
ぃ山一ス

山
也
ゥ
、
「M
浪
人
品
被
制
限
t
H

」
正
日
間
ヲ
凡
人
テ
、
ヨ
セ
イ
ア
リ

一
、
「
則
還
将
於
本
人
」
ぶ
へ
大
ニ
細
ル
白
州
ヲ
仲
間
イ
キ
/
¥
ト
シ

タ
ル
・
レ
H
刊
行

川
速
い
川
於
本
人

i
」
川
小
勉
ル
也

‘
、
ほ
ろ
ひ
に
け
り
」
初
ノ
小
勉
ヨ
リ
、
総
懸
ノ
ド
H
ヘ
ム
キ
タ
ル
川、

れ
花
ヲ
フ
ミ
山
テ
・
J

入
引
テ
、
フ
ミ
ツ
ク
ル
也
没
ニ
テ
わ
れ
比
ヲ
フ

ミ
山
山
テ
、
フ
ミ
ツ
ク
ル
ト

一
度
ニ
、
川
ヲ
ヒ
ラ
メ
テ
打
隊
ニ
ス
ル
モ

古
妥
ニ
テ
比
仕
第
七
ハ
、
初
ノ

「
か
た
き
ハ
う
た
れ
に
け
り
」
ニ
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テ
ハ
峨
日
比
フ
ミ
ト
ヨ
セ
イ
ハ
カ
リ
古
。
同
仕
舞
二
度
ハ
怒
シ
。
合
掌

ハ
二
度
モ
不
昔
。

一
、
「姑
観
音
の
」
正
面
へ
急
述
ニ
ム
キ
ナ
カ
ラ
、
合
掌
し
て
正
揃
ヲ

ミ
ル
。

一
、
「
仏
力
な
り
」
右
へ
身
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
ワ
キ
正
面
へ
怠
述
ニ
ム
キ
、

合
掌
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
足
フ
ミ
し
て
仕
切
也
。

{実
験
的
復
元
}

{
詞
績
は
『
金
者
流
仕
持
制
型
的
』
月
ノ
巻
(
金
H

掛
川
泌
井
会
、
引
「
成
ニ
卜
年
)
に
よ
る
。)

扇
ト
ジ
タ
マ
マ
‘
大
小
山
川
ニ
テ
、
正
面
向
キ
立
。

〈
シ
テ
〉
¥
千
方
と
い
っ
し
逆
臣
に
。
仕
え
し
鬼
も
。
王
地
を
侵
す
天
罰

に
て
。

千
方
を
捨
つ
れ
ば
た
ち
ま
ち
亡
び
失
せ
し
ぞ
か
し
。

e

M
比
出
、
出
制
シ
ヒ
ラ
キ
(
紛
ヲ
入
レ
テ
)

足

約
チ
(ぶ

・
右
}

ま
し
て
や
間
近
き
鈴
鹿
山
。〈
地
謡
〉
¥
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
伊
勢
の
海
。

正
先
へ
山
ル
。
左
手
指
創
シ
左
ヘ
ネ
ジ
。

ふ
り
さ
け
見
れ
ば
伊
勢
の
海
。

指
シ
分
ケ
‘
僑
掛
川
比
流
ス

阿
濃
の
松
原
む
ら
だ
ち
来
た
っ
て
。

育
問
ク
見
ナ
ガ
ラ
、
正
先
カ
ラ
だ
へ
大
キ
ク
廻
ル
(
帥
帥
拍
間
受
ケ
ズ
)
。

鬼
神
は
。
黒
雲
鉄
火
を
ふ
ら
し
つ
つ
。
数
千
騎
に
身
を
変
じ
て

正
中
ニ
テ
係
針
へ
向
キ
化
マ
リ
、
改
メ
テ

一
日比山
山
指
シ
、
ト
旬
半
身
ヒ
ラ
キ
、

溺
ヒ
ロ

ゲ
天
ノ
門
摘
。

山
の
。
ご
と
く
に
見
え
た
る
所
に
。

キ
ッ
と
正
削
ヘ
ネ
ジ
、

一
足
山
指
シ
.

H

凡ル
。

〈シ
テ
〉
¥
あ
れ
を
見
よ
ふ
し
ぎ
ゃ
な
。
〈
地
謡
〉
¥
あ
れ
を
見
よ

約
半
身
ヒ
ラ
キ
、
正
へ
刈
切
ル
。
半
身
ノ
マ
マ
正
先
へ
山
ル
(
キ
ヲ
イ
タ
ル
心
持)。

ふ
し
ぎ
ゃ
な
。
味
方
の
憲
兵
の
絞
の
う
え
に
。

お
へ
指
勉
シ
、
九
川
山
川
キ
、
ヒ
ラ
キ
コ
ミ
、
見
ル
。

千
手
観
音
の
。
光
を
は
な
っ
て

指
麹
シ
、
布
へ
廻
り
、
十
〈
小
前
ニ
テ
ネ
ジ
、
正
光
へ
山
ル
。

虚
空
に
飛
行
し
。

円削
ヒ
ラ
イ
タ
マ
マ
縦
ニ
両
手
ニ
テ
持
チ
‘
口
比
伯
子
(
心
)強
ク
。

千
の
み
手
ご
と
に
。

心
乎
ヲ
段
、
γ
‘
ぷ
へ
廻
リ
〈
一ω弓
ト
心
得
て

脇
前
受
ケ
、
A
W

山
山
地
へ
行
包

大
慈
の
弓
に
は
。
知
恵
の
矢
を
は
げ
て
。

常
出
ニ
テ
脇
万
へ
鉛
ク
羽
川
悦
U

剛
一
ツ
シ
、
雌
切
、
脇
方
へ
山
。

ひ
と
た
び
放
て
ば
干
の
矢
先
。

お
ニ
ネ
ジ
ナ
ガ
ラ
、
同
水
平
ニ
如
上
ニ
カ
カ
ゲ
(
納
カ
ム
ル
削
指
ノ
知
ク
)
二
段
目
凶
ニ

山
県
前
シ
ナ
ガ
ラ
れ
へ
遡
ル
。

雨
あ
ら
れ
と
降
り
か
か
っ
て
。

大
小
前
ニ
テ

一
比
大
構
エ
山
山
ル
。
た
へ
勉
リ
ナ
ガ
ラ
鼠
品
川
ノ
如
ク
持
チ
舵
シ
、
協
前

受
ケ
、
正
巾
へ
出
ル
。

鬼
神
の
勢
に
乱
れ
落
つ
れ
ば
。

こ
と
ご
と
く
矢
先
に
か
か

っ
て

正
中
ニ
テ
仲
畑
掛
向
キ
、
右
川
北
ヲ
肺
m
ミ
・
肱
メ
、
ス
グ
ニ
右
足
引
キ
、
改
メ
テ
お
足
踏
山
川

シ
(
左
半
身
)
、
足
泊
予
{
右
)
一
ツ
(
強
ク
}腕同
ム
時
、

円刷
wγ
ラ
ニ
指
シ
、
行
ツ
。

鬼
神
は
残
ら
ず
討
た
れ
に
け
リ
。
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日十
ク
正
ヘ
ネ
ジ
、
応
ト
ジ
、
合
幹
事
(
一
見
引
)
、
足
狛
チ
、
正
へ
出
、
合
準
ノ
手
ヲ
ト

ク
。

。

有
緩
し
有
総
し
ゃ
真
に
m
ん
岨
誌
怒。

正
へ

一円
以
山
、
円
凡
ル

(ヨ
セ
イ
ア
リ
-
e

察
念
彼
。
観
音
の
カ
を
合
わ
せ
て

。
.

氏
へ
大
キ
ク
創
リ
{脇
MM受
ケ
ズ
て

柿帥
山町
へ
行

す
な
わ
ち
還
泊
於
本
人

常
陸
ニ
テ
小
遡
リ

す
な
わ
ち
還
諮
於
本
人
の
。

小
田
唱
リ
砕
抽
出
町
向
キ
止
マ
リ
、
友
む
ト
州
、
釘
足
引
キ
ソ
ロ
エ
足
始
子
{右
)
。

酷
聞
は
亡
び
に
け
り

正
副
ヘ
キ
γ
ト
ネ
ジ
、
A
H
常
、
正
ヲ
見
守

こ
れ
観
音
の

脇
正
面
ヘ
キ
ッ
ト
ネ
ジ
、
九
H

常
ノ
下
ヲ
ト
キ
、
制
川仙川
F
{行
-
N.}。

仏
カ
な
り
。

〈山
姥
〉
キ
リ

{翻
刻
(
部
分
)
}

柳
瀬

千
秘

報告

一
、
「
帰
る
山
の
」
正
而
へ
也
シ
テ
立
。
杖
ヲ
捻
同
ヲ
ヌ
ク
。

て

「
森
ハ
柿
に
|」
正
而
ヲ
比
ル
。

一
、
「花
を
忍
て
山
廻
り
」
少
而
ヲ
時
間
シ
テ
た
へ
廻
ル
。

一
、
「秋
ハ
さ
や
け
き
|」
布
へ

M
指
テ
見
付
へ
ス
、
ム
。

一
、
「川
み
る
か
た
に
と
」
布
比
引
テ
空
ヲ
見
ル
。

21 

一、

「山
廻
り
」
指
テ
右
へ
廻
ル
。

一、

「h
件
、
ハ
さ
え
行
l
」
正
問
へ
ム
キ
伝
ノ
ガ
へ
財
指
テ
、

一
、
「古
を
さ
そ
ひ
て
山
廻
り
」一
M
ヲ
カ
サ
シ
テ
廻
返
ス
。

一
、
「創
り
/
¥
て
給
迎
を
離
れ
ぬ
」
先
へ
又

一
ツ
創
ル
。

.、

「妥
執
の
刀
の
」
ツ
レ
ヘ

M
ヲ
折
山
ス
川
村
ニ
泡
ル
。

、
「脱
獄
っ
て
」
中山
ヘ
ヒ
ラ
キ
れ
ノ
ヒ
サ
ヲ
ツ
キ
、
U

刷
ヲ
一肌
ヘ
カ
ツ

ク
。
ツ
フ
リ
ヘ
ア
タ
ル
科
ニ
。
又
、
只
ヒ
ラ
キ
テ
モ
日比ル
。
沿
ハ
タ

ケ
タ
ル
也
。

て

「山
姥
と
な
れ
る
」
ツ
レ
へ
袖
ト
扇
ヲ
ア
ツ
カ
イ
、
ム
キ
ミ
ル
。

左
ダ
イ
ハ
イ
ノ
如
ク
。

一
、
「
鬼
ル
%
か
有
さ
ま
」
立
ス
、
ム
。

、
「
み
る
や
/
¥
と
」
れ
へ

M
ヲ
指
テ
正
日
間
へ
ス
、
ム
。
必
起
ヲ
出
。

、
「倣
に
か
け
り
」
左
へ
引
テ
布
ヲ
フ
ミ
チ
カ
ヘ
テ
下
ヲ
ミ
ル
。
M

ム
・
ネ
ヘ
ヨ
セ
ス
。

.

サ
シ
テ

局
、
「谷
に
ひ
、
き
て
」
れ
へ
臥
シ
テ

M
ヲ
カ
ツ
キ
よ
ヲ
ミ
ル
。

一
、
「A
，
迄
袋
に

l
山
又
山
に
」
立
、
而
ヲ
残
シ
テ
た
へ
創
ル
。

一
、
「山
廻
り
山
又
山
に
|
」
ス
ハ
リ
所
ノ
順
へ
行
、

.ω
ヲ
例
改
テ
山

シ
テ
少
キ
ヲ
フ
。

一
、
「
山
廻
り
し
て
」
心
へ
繍
指
テ
右
へ
廻
リ
悶
座
へ
ム
キ
タ
ル
時
、

扇
左
へ
ト
リ
、
又

一
ツ
廻
リ
右
ヲ
臥
カ
フ
ル
。

一
、
「
な
り
に
け
り
」
成
ハ
ぶ
へ
廻
モ
ト
リ
テ
モ
ス
ル
。
〈
阿
占
木
〉
ノ

コ
ト
ク
モ
。
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{実
験
的
復
元
}
山
姥
キ
リ

(Amは
『
U
M
叫
円
波
大
成
版
品

umm付
」
(
仙
川内山的
)
に
よ
る
}

常
山
崎
で
け
刷
を
聞
き
ぬ
ち
‘
立
つ

〈シ
テ
〉
¥
鍛
申
し
て
。
帰
る
山
の

品
川
へ
行
き
品
川
取
り
し
、
.
此
而
を
向
く

〈
地
〉
¥
容
は
棋
に
咲
く
か
と
待
ち
し

正
面
に
向
け
た
耐
酬
を
付
く
そ
の
ま
ま
に
し
な
が
ら
た
へ
阿
り
、
大
小
前
へ
行
く
。

〈シ
テ
〉
¥
花
を
尋
ね
て
。
山
廻
り

正
副
を
山
川
き
な
が
ら
角
の
方
を
指
し
、
角
へ
行
く
。

〈
地
〉
¥
秋
は
さ
や
け
き
影
を
尋
ね
て

小
品
川
で
白
川
比
を
引
き
半
身
に
な
り
.
上
の
ト
H
を
H

見
、
指
し
て
れ
へ

川
り
、
正
中
へ
行

，《、〈
シ
テ
〉
¥
月
見
る
方
に
と
山
廻
り

正
副
を
向
さ
な
が
ら
や
ヤ
れ
の
H
を
出
問
し
.
品
川
へ
行
く

〈
地
〉
¥
冬
は
冴
え
ゆ
く
時
雨
の
盟
の

パ
刷
を
下
か
ら
か
ざ
し
、
ぶ
へ
同
り
、
大
小
山
間
へ
行
く
c

〈シ
テ
〉
¥
雷
を
誘
ひ
て
。
山
廻
り

左
へ
や
や
大
き
く
悶
る
。

〈
地
〉
¥
廻
り
廻
り
て
。
給
廻
を
縦
れ
ぬ
。

ト
花
へ
も
う
一
度
や
や
小
さ
く
川
り
、
ツ
レ
へ

ニ
υ
笠
凶
め
指
し
込
み
、

妄
執
の
蛮
の
。

聞
き
、
ド
似
し
な
が
ら
M
を
外
し
、
以
K
へ
か
づ
く
"

鹿
積
も
っ
て
。

ト
江
袷
と
応
を
あ
し
ら
い
ツ
レ
の
方
を
向
く
今

山
姥
と
な
れ
る
。

な
ち
、
ツ
レ
の
万
へ
泌
む
。

鬼
女
が
有
機
。

ツ
レ
の
品
川
で
止
ま
り
、
れ
の
万
を
出
川
し
正
光
へ
巡
む
・

見
る
や
見
る
や
と
。

正
先
で
両
手
を
飢
ま
ず
に
ソ
リ
返
リ
、
正
日
印
刷
さ
下
宿
。

遂
に
開
閉
り
。

円
刷
を
外
し
て
上
か
ら
か
，
さ
し
、
上
を
H

見る
。

(〈口に
響
き
て

立
ち
、
正
面
を
W
〈
凡
な
が
ら
、
左
へ

凶
り
大
小
前
へ
行
く
。

今
ま
で
此
処
に
。
あ
る
よ
と
見
え
し
が
山
ま
た
山
に
。

小
川
り
し
て
指
し
込
み
。

山
廻
り
。
山
ま
た
山
に
。

行
へ
例
り
な
が
ら
川
を
点
下
に
取
り
常
即
へ
行
主
、
れ
へ
小
さ
く
川
り
な
が
ら
ド
川

し
、
批

ω

山
廻
り
し
て
。
行
方
も
知
ら
ず
。
な
り
に
け
り

一山
削
減
者
紛
介
}

。
井
上
町
北

他
出
来
シ
テ
方
金
ぷ
流
。
令
者
日
・
H
川
、
金
森
安
明
及
び
仙
川
瑚
芳
に
師
J

V
O

1
9
9
6他
人
館
〉
に
て
初
シ
テ
。
2
0
0
7年
〈
巡
成
寺
〉
を
披
く
。

1
9
9
8年
、
出
怖
HH
U

・
辻
井
八
郎

・
山
井
細
川
継
と
共
に

「
出

・

ω
ρ
C〉
見
巴
を
紡
成
。
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ワークショップ rn戸初期.llHtに基づく尖験的復元J

a-辻井八
郎

能
楽
シ
テ
方
金
森
流
。
令
一春
伝
高
及
び
金
者
宏
明
に
郎
事
。
1
9
7
9

年
〈加佐
々
〉
に
て
初
シ
テ
。
2
0
0
1
年
〈道
成
守
〉を
披
く
。
1
9
9
8

年
、
日
稿
忍

・
山
弁
制
雄

・
井
上
掛
川
覚
と
共
に

「座

・
ω
D
Cと
高
」
を

結
成
。A-馬野
正
法

能
楽
シ
テ
方
観
世
流
。
銀
仙
会
所
属
。
父
馬
野
小我
山
山
及
び
河
村
隆
司

・

八
位
観
世
銀
之
ポ
一
・
九
世
鋭
之
丞
に
仙
川
市
。
1
9
7
2
年
〈線
々
〉
に
て

初
シ
テ
。
2
0
0
2
年
〈道
成
寺〉
を
披
く
。
2
0
0
7
作
、
ワ
キ
方
下

掛
リ
宝
生
流
の
館
川
善
博
、
箭
十
刀
泌
閉
山
氏
竹
市
学
、
狂
一J
方
大
政
流
の

山
本
泰
太
郎

・
則
孝
と

「一一一
設
会
」
を
結
成
。

-

H
K
山
桂
三

能
楽
観
情
一
流
、
ン
テ
方
。
鋭
仙
会
所
M

判
。
父
H
K
山
被
三
郎
及
び
・
八
世
観
世

銀
之
延

・
九
世
銀
之
丞
に
仰
事
。
1
9
9
6年
〈花
月
〉
に
て
初
シ
テ
0

2
0
0
9
年
〈道
成
寺
〉を
彼
く
。

報告

{発
表
者
紹
介
}

O
中
司
由
起
子

法
政
大
午
能
楽
研
究
所
兼
任
一m
uc法
政
大
学
大
学
院
防
士
課
程
満
期

退
学
。
主
な
論
文
に

「型
付
に
お
け
る
「
回
ル
」

|
能
楽
型
付
の
記
述

ル
1
ル
の
研
究
(2
)」
(「
能
楽
研
究
』
お
・
2
0
1
1
)な
ど
。

。深mm希
望

法
政
大
学
大
竿
院
博
士
課
程
。
主
な
論
文
に
「
能
〈
道
成
寺〉
乱
拍
子
の

伝
承
を
め
ぐ
る

一
考
察

|
金
森
大
夫
家
と
小
鼓
等
門
家
の
関
わ
り
を
中
心

23 

に
l
」(「
法
政
大
山
町
十
大
学
院
紀
.裟
』
的
・
2
0
1
1
)な
ど
。

。
江
口
文
恵

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
兼
任
所
長
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
博
士
課
将
修

了
。
防
士
。
主
な
論
文
に

「制
限
世
小
次
郎
元
頼
の
領
地
安
物

l
観
世
一
新

九
郎
家
文
節
滋
織
回
一信
長
朱
印
状
以
前
と
そ
の
後
|
」
(『能
楽
研
究
』

剖

・
2
0
1
0
)な
ど
。

O
柳
瀬
子
総

法
政
大
学
大
学
院
仰
士
課
税
。
キJ
な
um
同
文
に

「作
品
研
究
〈石
橋
〉試
論

|
処
向
と
構
成
に
つ
い
て
」

(「
制限腔
』
刊
|
ロ

・
2
0
0
7
)な
ど
。



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

24 

『秋田械介型付j

金 :金容大夫の型
復元 備考

→一部探用

(下線を引く)

(大小前)rにJで右足で 大小田町に立ってスタート
(~考) r少進能伝ffJ:f貧帯の

足泊子を一つ踏み、脇正
臣下に、貨秋 トJいふより、そ

菌の方向へ数足歩く
ろそろさきへ出る。

3の動きを始める

左へヒラキ、大臣柱 右方向を扇でサシて問、
指廻し=観世の「サシj

ノ方ヲ見テ歩。 右方向を見る
(参考)r少進能伝岱J:f池の面
を見渡せばj正面ノ下ヲミる。

正面へ直したあと、 5の動きヘ
入る

(参考)f少逃能伝tH:f折ふし
秋の来なればJちと左の方ノ上
ヲミ、

左足を大きめに出して、

左上を見た後、柳の3震が
散る桜子をじっと見るよ

右ヘヒライテ上ヲミ うに、舞台正先を見て、 tooの禁が落ちる織を見る所作
)(-。 頭を下に下げることで、 真中=正先を段定

徐々に視線を落とすよう

にし、扇で指しながら正

先下を見る

問、下を見る
(参考)r少逃能伝智J:r一葉水
にjと下ヲミ )(-0

右へヒラキミル=右ウケ

右ウケ(見る)
(参考)r少進能伝書J:rまた鯵
といふ虫、是も虚空ニj、右之
上ヲミ、

右ヘヒラキ、扇ヲ高 正面へ直し、落葉のあた
薄茶を見る所作、 2回包

ク指テ下ヲミル。 り(正先下)を見る

(i脅経〉ノ舟二ノル心。
正面ヘサシ込、「のり

(金容大夫の型)サソク=細かな

|下ヲ指、サソク。
っ、Jの「のJfりJで右・

足づかい
左と足拍子。悶

右ウケ{見る)、すぐに左 右ウケのあと、半聞の織に{本を
へ回る ねじってから、左ヘ回る
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25 報告 ワークショップ f江戸初期型付に基づく~験的復元」

〈自然居士〉クセ

(参考)
f秋田城介型f寸j

番
詞:iii 観世流大成版{士舞型

少 :下問少進の型
号 f寸 →基本採用

(一部不採用の箇所あり)

音を帝の臣下に白秋と云
立 「ぁ」左泊子

(rtこJ治績・)少ワキ正面
へる士卒あり へ歩。

2 ある日寺実秋庭上の 右ウケ

3 池の箇を見渡せlま
右ヘ扇指廻シ、ヒラキ、ミ
)1，..0 

4 折節秋の末なるに 正へifiシ

左足ヲフミ出シテ、高クミ

正へ出下へ トリ
テ、散ヲ目ヲ付テ、下ヘ見

5 寒き嵐に散る柳の
サシ込閲

ル。扇ニテ下ヲ指。右ヘヒ
ラク扇也。ヲツル所ハ真中

也。

6 一葉水に浮かみしに 「しj左拍子 ヒラキ、下ヲミル。

7 また鋼生幸といふ虫
右へ回り 大小前ヨ

右ヘ身ヲヒラキ、ミル。
リ正中へ出

8 これも虚空に落ちけるが サシ込開 上ヲ見 真中ノ落葉ノ所ヲミル。

そのひと葉の上に乗りつ
右ウケ正へノリ込狛 (fのj右織・、 ff) J左検

9 子<fの上J拍子二ツ) .)前へ扇指テ、足ヲモノ |つ
日目 ル心にツカフ。少也。

10 次第次第にささがにの
半開ノ犠ニシテ角ヘ 又右ヘヒラキ、ミテ、 頓而 |

1T 左へ廻。
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(友へ廻り、大小前へ行 落葉の辺りを指す型あり
き、)足フミをしながら右 10の続きで左に回るため、ここ
ウケ、柳の菜のあたり で記される動きは、 12の f立ち
(正先下)を指す。正面ヘ 来る蜘銚のふるまひjにかかる。
置す 足フミのタイミングは任意

続きで11の型を行う。「タイハ
イ(=左右打込)Jが少遂の型の
タイミンクでは間に合わないた
め、下の13の金春大失の型のタ
イミングを採用。

タイハイ 左右手T込 金春大失の型、採用箇所

扇ヲ引ァミJレ。 間

足フミ。 正面へ進んで前を見る

鼠を出しながら右ウケ

(見る)、右へ回る

(続きで右へ回る) 16の続きでおへ回る

カタタイハイ=片左右

「ヨセイJ復元メモ参照。ここ

右ヘ指テヒラク。 片左右。問。扇を広げる
では一万八千年も御代が続いた

のだなあ、としみじみした様子
をかもし出す、か。
19の上ゲ扇の準備で蕗を広げる。

扇挙ル。
(少 ・金の区別不記
だが、少迭の型は左

(正中で)上ゲ扇
の通り別に記述があ

るので、金春大夫の
裂と判断)

(少 ・金同)殿挙テタ 上ゲ扇のあと、大左右、
足拍子のタイミング、任意。

イハイ、ノル。 足拍子

正面ヘサシ込問、見る

タイハイノ右ノ扇ヲ
左へ回る 少遂の型 f左廻Jを丸で囲む

引、ヨセイ。

少ヒラク。j旨テキツ
{前の続きで);をへ回る

復元で回り始めるのはこのあた
ト見、則右ヘ廻ル。 りからの予定

(続きで左ヘ回り、大小
前の続きで回る

前へ)
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27 報告 ワークショップ f江戸初期j型付に恭づく笑験的復元J

いとはかなくも柳の禁を
右へ小サク回り 角

ノリナカラ右ヘ身ヲ出テ、
11 吹き来る風に誘はれ汀

トリ 左ヘ回り
葉ヲ指ス。前ヘヒラキ、ミ

に寄りし秋務の 11-。

12 
立ち来る蜘妹のふるまひ 大小前ヨリ正中へ出

タイハイ。
サシ込開

13 げにもと思ひ初めしより 左右

14 たくみてfちをつくれり 打込開

ス、ミ、正面ヲミル。

(少 ・金の区別不記だが、
15 糞帝是にめされて 正へ直シ 金春の型は右の返り別に記

述があるので、少遂の型と
判断)

16 烏江をこぎ波りて 右ヘ回り
右ヘ溺ヒフキ、見テ、右ヘ
廻11-。

17 蛍コ吃を易く亡ぼし 正中ニテ正へ開

18 
御代をi台め給ふ泰 一万 サシ自シ開片左お カタタイハイ、ヒラキ、ヨ
八千歳とかや 打込 扇広ゲ セイ也。

19 しかれば舵のせんの字を 上扇開
右ノ身ヲ出シテ、扇ヒロク
ル、如常。

20 公にすすむと磐きたり
大左右「きJ左狛 (少・金同)扇挙テタイハイ、
子 ノJレ。

21 さでまた天子の御前を 正面ヲ指、ミル。

22 育制可と名づけ奉り 正先へ打込開 左砲。

23 舟を一葉といふこと サシ回シ開 左へ迫。

24 この御宇より始まれり 右へ回リ
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(大小前)正面へサシ込問、 (参考)r少i銭高E伝密J:i又君の
正面を見る 御座舟Jといふ時、正面ヲミル

舞カヘシ、タイハイ
左右

シナカラワキミル。

(地謡前にいる)ワキと向 現行の能の型と閉じく、立った
き合い、ワキの方へ向 ままトメ

かつてサシ込問、 ワキを (参考)r少進能伝嘗J:i此御代
見る ヨリJト脇ヲ見ル。

秋田城介型付翻刻
復元 備考

(婦紙元利元年八月)

フミテス、ム。静ニ也。大小前ヨリ正ヘ出

右ヘネジ(世中ヲ見Jレ心) お足引き、右ヘ向くこと

右足一足出乍ラウラ指シ

マワシ正ヘネジ左下 扇アツカイ→「網を置きたる」
毘ヲj旨ス

観世流は 「遜れかねたるj定員里

記述ナシ
の、生捕られつつありて憂き、

身を鱗類のそのままに、沈み
lま果てずして、名をこそ流せ

川越の、霊房が手に渡りjと

記述ナシ ある

扇ヲ右ヘ引廻ス。
静カニ扇左ヨリ右ヘアツ 実演は少し前の詞主主力、ら開始。

カイ 右へ廻リ(扇下シ) 右ヘ引廻ス=右方向ヘ

大小前二テ正ヘ一足出乍

タイハイ。 ラ指シマワシ 友右{士 左右の前の動きのこと
止メ 扇ヒロゲ

上/¥。ツネノゴトク。 上羽
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29 報公 ワークショ ッ プ f江戸初JYI!\~ f・fに)，~づく尖験的復元j

25 また君の御座舟を
常座ヨリ正ヘサシァ r~の御座舟を j、正面ヲ指
角へ行キ テ、ヒラキ、 ミJレ。

26 樋頭副首と申すも 扇カザシ左へ回リ タイハイ。

27 この御代より起これり
大小前左右打込下 ワキヘムキ合テ指テ又ヒラ
居トメ キ、ミル。

〈千手〉クセ

同窓(金容流)
現行 秋田減介型付翻室lJ

(金響流仕舞型附) (元和元年七月)

i立タル近所ニハ心シヅメタル吉

今l判事弓
也。文フミテス、ム。静ニ也。

或「よしカなしJト云カラフミ
テ出ル。

2 よしカなし控衡も

3 ひかんとするに 立

4 いず方も j白子 「たJ(左) 右ノ足ヲ引。身ヲ右ヘヒフキ、
t性中ヲ見ル心7リ。

右ノ足ヲフミ出シ。溺ヲ左ヨり

5 
網を置きたるごとくに 正へ三足出 指ヒ 右ヘアツカヒ、 則右ノ足ヲ扇
て ラキ ニツレテヒラキ、ソレヨリス、

ム。又只静ニ歩パカリモス)1-0

6 のがれかねたる淀鯉の

7 生捕られつつ川総の 拍子 fえJ(右)

8 ナシ ナシ ツレヲミ)1-。

. 
9 ナシ ナシ 左へ掴Jレ。右敗。

10 茂房カf手にわたり
左右 {土止メ 扇

右ヘ扇引廻ス。
ヒロゲ

11 心のほかの綿入り
タイハイ、又タイハイノ心ナシ

ニモ。

12 げにや世の中lま 上羽 上扇吉日常。
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扇ヲ挙。タイハイ。 大左右正先ヘ打込ミ タイハイ=左右 ・打込

身ヲヒラキ、正面ヲ見 指シヒラキ(正面ヲ見
身をひらき

ル。無子細シナ也。 ル)

右へネジ、重衡方(脇
度)へ三足出ル

右ヘ廻ル。 右ヘ廻リ 右へ回ル方と解釈

前ヘ指。 大小前正へネジ一足出

ヒラキ見ル也。 指シヒラキ(正面ヲ見ル)

フミスユル。
左右仕止メ拍子

左右が入る
fぉJ(右)・「うJ(左)

ス、ミ出ル。 正先ヘ出

ヒラキ見ル。在所ノ名 指シ ヒラキ(1Eヲ見

ナル故二、天ハ不見也。ル ・余り高クナラス')

指廻シ右へ廻リ(手下
ス)

軍司6ヘムク。
正中ニァ重衡方(脇座)ヘ

挿紙の所作を採用
向キ一足出

盤衡ヲ指ァ、ヒフキ見
j旨シ ヒラキ

Jレ。

正面へムキ、扇ニテー 正ヘネヂ マネキ踊ーツ
二ツメニテ指廻シ 右ヘ 現行と異なる所作

ヘ指テ廻ル。 廻リ
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31 報告 ワークショップ f江戸初lUWHに)，~づく実験的彼冗J

挙。 タイハイノ機ニス)1，..0 !lIタ
13 定めなきかな神無月 大左右 イハイシナガラノル。少ヅ、也。

不面白様ニスル。習也。

14 時雨降りおく

15 奈良坂や
正先へ打込ミ 1旨
ヒラキ

シサリ 右受ケ
身ヲヒラキ、正函ヲミJレ。祭子

16 衆徒の手にわたりなli 一足引キ乍ラ正ヘ
指廻シ出 ヒラキ

級シナ也。或ツレヘムク。

17 
とにもかくにもはでは

ツレノ方ヘ少歩。
せで

18 また鎌倉にわたさるる
右へ廻リ大小前ヘ

左へ廻ル。右歎。
行

19 ここはいずくぞ 正面へムキ合。前ヘ指ス。

20 八つ絡の 正へヒフキ込ミ ヒフキミル。

21 
くもいのみやこいつか

六拍子
また

22 三河の国やiI江 タイハイシテ、フミスユル。

23 足柄箱被うち過ぎて 脇正方ヘニ足出 ス、 ミ出)1，..。

巻指シ(左ヘネヂ
少ヒフキ、先ヲミル。アマリ不

24 明けもやすらん星月夜
一足号1)正先ヘ出

高所也。在所ノ名ナル故ニ天ハ

不見也。

25 鎌倉 又右ヘ指テ廻ル。

26 山に入りしかli ヒラキ

27 憂き限りぞと思いしに
右ヘ廻リ中程ニテ ノリナガラ右ヘヒラキ、先ヘ出

指廻シ角ヘ1~ 也。或ハ重衡ヘムク。

28 
馴るれliここも忍びね

霊衡ヲ指テヒラキミル。

29 主主れ替を思い

角トル時扇ニァ函
30 婆の ヲオホフ型ヲシ

左ヘ彊リ (扇下シ)

31 灯時うしては
正面へムキ、扇ニテーアフギ、
ニツメニ右ヘ指テ廻Jレ。

32 数行虞氏が 大小前ヘ行
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正面ノ天ヲ見ル。
大小前ニテ正へ出(正面

手がよがったままであること
ノ上ヲ指ス)

扇面ニアテヌ也。ワキ

ニカマユル也。或如常

函ニアツル務モアリ。
常ノカマ工ニ直シナガラ

英時モ「四面Jト文書
認ウ(足引カズ)

現行と異なる所作

二見ワタス心ナリ。扇

ワキニカマユルトキモ

間前也。

タイハイ、左タイハイ 大左右拍子(左)正ヘ
大左右のあと打込ナシ

ニアタル様ニスル也。 一足出

指テ右ヘ廻リ、正面ヘ 指廼シ右ヘ廻り 大小

ムキ、舞返ス。 前ニテ指シ返シ

舞廻ス也。異IJタイハイ。角へ行角トリ カザシ

謡(長)キ絞ニニツ廻り 左ヘ廻り大小前ニテ左右

テ、タイハイ{士タル吉。 i士止メ

復元 備考繍

常lAで扇開き持ち、立つ。

角へ行き、角取りし、

正面を向く。
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33 総合 ワークショップ f江戸初WJ7¥!!f.tにJ正づく~験的復元j

正ヘー足出指廻シ

右ヘ一足出ナリニ
33 涙の

見流シ正ヘクリ込
ミ指ス

34 雨さえしきる夜の空 正面ノ天ヲミル。

扇面ニアテヌ也。ワキニカマユ
}v也。或虫日常函ニアツルコトモ

35 四面に楚歌の戸の内 ヒラキ 省。英日寺モ「四面j 卜云文書ニ
見渡ス心也。扇ワキニカマユル

時モ間前也。

タイハイ、左タイハイニアタル
36 伺とか返す 大左右 機ニスル。或左右ヘノ}vo本ノ |

タイハイニテハナシ。

37 舞のそで
拍子「そJ(左)
(右ヘ出)

38 
思いの色にや出でぬら 正先へ打込ミ 1旨
ん ヒラキ

39 涙もそえて
指ァ右へ廻リ、正面ヘムキ舞返
ス。タイハイ。

右ヘ廻リ中程ニテ

40 めぐらすも
指廼シ 角ヘ行キ
扇カザシ左ヘ廼
リ大小前ヘ行

IDのふるえの枯れてだ 糊ス也。則タイハィ。認長キl
41 
に花咲く

故ニニツ廻リテ、タイハイf士タ
ル音。

42 千手の祁iならば 左右 仕止メル

43 虫ねていざや返さん

〈山姥〉キリ

詞~(観世流大成版)
現行

秋田波介型付
(観世流大成版仕舞型付)

(暇申して)帰る山の 立。常座へ行。
正面ヘ直シテ立。
杖ヲ捻扇ヲヌク。

2 
容は梢に 正向三足自カケ角ヘ行、

正面ヲ見Jレ。
(咲くかと待ちし) 角トリ
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34 

正面に向けた顔を暫くそのままにしな

がら左へ回り、大小前へ行く。

正面を向きながら角の方を指し、角へ

行く。

小角で右足を引き半身になり、上の方

を見、

指して右へ回り、正中へ行く。

正面を向きながらやや右の方を指し、

角ヘ行く。

E誌を下からかざし、左へ回り、
大小前へ行く。

現行観世流(f観世j昭和38年11月号
左へやや大きく回る。 所載型付)では「小廻り開キ両手をサシ分

ケ両手を広げてJ
左へもう一度やや小さく回り、

ツレへ二足捻め指し込み、

開き、下居しながら扇を外し、 頭上へ

かづく。

左袖と扇をあしらいツレの方を向く。 左ダイハイの「ダjはもとの濁点。

立ち、ツレの方へ進む。

ツレの前で止まり、右の方を指し正先

へ進む。

正先で両手を組まずにソリ返り、

正函向き下居。

扇を外して上からかざし、上を見る。

立ち、正面を暫く向きながら、

左ヘ回り犬小前へ行く。

小回りして差込み、 o r<少)キヲフJ

右へ回りながら扇を左手に取り常座へ 現行観世流<f観世j昭和38年11月号
行き、 fifi縦型付)では「シテ桧にて小廻りし止
右へ小さく回りながら下居し、枕扇。 めるJ



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

35 羽lisf ワークショップ「江戸1ザIJJgl!~付に必づく災験的復元J

3 花を~nて山廻り 右ノ上見乍ラ左ヘ回リ 少函ヲ残シテ左へ廻ル。

4 
秋lまさやけき(依を尋

大小前ヨリ正中ヘ出、 右ヘ扇指テ見付ヘス、ム
ねて)

5 月見る方にと 霊扇 右足引テ空ヲ見ル。

6 山廻り 開 指テ右ヘ廻ル。

7 
冬は;牙えゆく サシテ角ヘf'Tキ、右ヘ

正面ヘムキ右ノ方ヘ扇指テ、
(日寺雨の~の) 小サク回リ角トリ乍ラ

8 
官をE秀ひて 扇下ヨリ上ヘアゲ右ノ

扇ヲカザシテ廻リ返ス。
山廻り 上ヲ見、友ヘマワリ

9 
廻り廻りて ワキ~ヨリ大小前ヘ行、

左ヘ又一ツ廻)l.'o
給廻を総れぬ 小田リ

10 妄執の鎮の 正ヘ開 ツレヘ扇ヲ指出ス程ニ廻Jレ。

布へヒラキ右ノヒザヲツキ、

11 邸初って 正中ヘサシツメ聞 扇ヲ頭ヘカヅク。
ツブリヘアタル程ニ。

ツレへ袖ト扇ヲアツカイ、
12 山姥となれる 身ヲ引立テ ムキミル。

左ダイハイノ如ク。

13 鬼女が有機 大左右 立、ス、ム。

14 見るや見るやと 正先ヘノリ込
右ヘ扇ヲ指テ正面ヘス、ム1
左足ヲ出。

泊子(ね ・に)、
左ヘ引テ右ヲフミチガヘテ !

15 績に駆けり
右ヘ飛返リ正向

下ヲミル。
扇ムネヘヨセス。

16 谷に~きて
下居乍ラ主主扇上ヲ見又 右ヘ臥シテ扇ヲカザシテ上
下ヲ見、 ヲミJレ。

今までここに 立角ヘ行、
17 (あるよと見えしが) ワキ座ヨリ折返シサシ 立、函ヲ残シテ左へ廻ル。
山:1:た山に テ正先へ行

18 山廻り山又山に 大小前見込行、
スハリ所ノ願へ行、
扇ヲ猶改テ出シテ少キヲフ。

山廻りして
右ヘ指指テ右ヘ廻り居座ヘ

19 (行方も知らず)なりに
小田リ正ヘ問、 ムキタル時、
折込下居トメ 扇友ヘ トリ、又一ツ迎リ右

けり
ヲ住人カブル。
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36 

復元 備考

扇トジタママ、大小前二、正面向キ立c

一足出、指シヒラキ(精ヲ入レテ)。

足拍子「勢J左・「海J翁・
→ [復元メモ17参照
7 r踏スユルj
8 r返しより出、左ノ袖シテJ

正先ヘ出Jレ。
f少進能伝l!Uによって繍う。

左手指廻シ左ヘネジ

指シ分ケ、矯ji~見流ス。

i9iク見ナガラ、正先カラ左へ廼ル(飽
前受ズ)

正中ニァ橋掛ヘ向キ止マリ、 「天ノ扇J(容)、 r~扇J (慨に
改メテ一足出指シ、右半身ヒラキ、 「号|分ヒラキJ(宝)、「打上ヒラキJ(縄1])、
扇ヒロゲ、夫ノ扇。 「カザシヒラキJ(寝)
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37 報告 ワークショップ 「江戸初~}~H~付に基づく実験的絞元j

〈田村〉キリ

詞主義 現行(f金饗流
秋田械介型付

(金春流) 仕事章型附j月ノ巻)

千方といっ
扇ヒロゲ

漸々此文言ノ時分ヨ1)、正面ヘムキ直

し逆臣に ル也。

2 仕えし鬼も

3 
王1也を{受す

止rr
ヲミ割にて

千方を捨つ
れl;tたちま
4 ち 脇正へシカケ出テ

亡び失せし

ぞかし

5 
ましてや間

打込ミ指シ 扇ニテ正面ヲ前ヘ指也。入精也。
近き

6 鈴鹿山 ヒラク

ふりさけ見 正へ直シ(一足号1)
7 れli 「勢」足j白子左・f海j
伊勢の海 右.

「さJ0 fけJO
ふりさけ見 「れJ0 fliJ 0右へ踏
8 れぱ ミ込ミ

伊勢の海 f勢のJ・-・
f海J左ヘネジ

9 阿波の 指廻シ
右ヘヒラク也。橋懸ノ松ナドヲ指タル

10 
松原むらだ 右へ廻リ1也前二テ指返 τzt コ。

ち来たって シ角ヘ出

11 鬼神は黒雲 角取リカザシ 実ヲ見ナガラ左へ犬二廻ル。

12 
鉄火をふら

正高ク見左ヘ廻リ
しつつ

数千騎に身
脇R'Jニテ仕王手柱方向キ

13 裏指廻シ
を

(一足出左半身)

14 変じて 右へ廻り飛ビ

山のごとく
橋ノ方へムキ、

15 
に見えたる

角向キニ下ニ居天ノ扇 右足ヲフミコミ 、又右へヒラキ、

扇ヲヒロゲカサーシ遠見ル也。
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キッ ト正面ヘネジ、 一足出指シ、見Jレ。

右半身ヒラキ、正ヘ函切ル。
。 「キヲイタル心待J

半身ノママ正先ヘ出ル(キヲイタル心
持)。

〈山姥〉に fキヲフJ用例あり。

右へ指廻シ、角向キ、ヒラキコミ、見
Jt"。

指廻シ、右ヘ廻リ、
大小前ニテネジ、正先ヘ出Jレ。

扇ヒライタママ、 縦ニ両手ニテ持チ、
足拍子(右)、強ク。

右手ヲ放シ、左ヘ廻り(扇弓卜心得)、
。「弓 ト心得j

脇前ウケ、常座ヘ行ク。

常Rtニテ、脇方ヘ強ク羽根扇ーツシ、
「サソクJ=軽快な足さばき

函切、 脇方ヘ出。

〈ま現行と復元の型の差異》

右ニネジナガラ、 扇水平二頭上ニカカ
*現行20-26千手観音の動き

ゲ(術カムル型ノ如ク)、
現行27鬼神の動き

二段目扇ニ取直シナガラ、右へ廻ル。
女復元20-27千手観音の動き

大小前ニテ、一足大櫛エ出ル。 → [復元メモ]25-27参照

左へ廼リナガラ、 扇常ノ昔日ク持チ直シ、 . r舞ノ内ノ四段目ノ頭ノ取カヘス扇j
脇前ウケ、正中ヘ出ル。 . r四E没目ノカシラノ扇アツカイJ
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39 報告 ワークショ ップ「江戸初期).\'~付に悲づく~験的復元」

16 所iこ 正ヘ直ス

17 
あれを見よ

急度正面ヘムキ、 扇ニテ指テ見ル也。
ふしぎゃな

18 
あれを見よ

立チ
ふしぎゃな

指タル扇ヲ引テ、見、正面ヘススム也。
味方の軍兵 正先ヘシカケ出左足引 キヲイタル心持吉。
19 の旅のうえ 半身ニクリ込ミ静カニ

下ヨリ指シ高ク見

千手観音の
おヘ扇ニテ指マハシテ、見、又引テ見

20 光をはなっ 体ヲ直シ静カニヒラク

て
)1"。

「虚空にJ足拍子・-

21 
虚空に飛行 0-0 又指廻ス機ニシテ、右へ廻リ、

し 右へ踏込ミ「飛J0 正面ヘムキ、ススム。
fしJ・-.

千のみ手ご
(fにJ右検に・)鼠ヲ真中ヘヨセ、友

22 正へ指廻シ右ヘ廻り 右ノ手ニテタテニ持、フミスユル。ツ
とに

ヨミ也。

シテ柱際ニテ指返シ

23 
大怒の弓に 橋方ヲ見込ミ 右手ヲ放、弓 卜心得、
は智恵の 両手上ゲ脇方へ=足出 則左へ廻ル也。

扇左二取リ左ヘネジ

24 矢をはげて
シテ柱方へ一足出両手

ヨセ合セ

ひとたび放 左へ強クーツ羽根扇シ 扇ヲカナメヲ先ニシテ、左方ヘ遣ナカ

てば テ見込 ラ、則左足ヲ扇ニ添テ、サソクニテ使

25 
右ヘ受ケ菌ヲ切り脇正

也。

干の矢先 舞ノ内ノ四段目ノ頭ノ取カヘス扇ヲ遺
ヘ行キ 様也。

初ニ友ヘ遣タル扇ヲ品上テ、

雨あられと 右ヘ取返シナガラ、

26 降りかかっ 正先へ出 文言ニ会テ、右ヘ廻ル也。

て ワキ正面へムキタル時分二、右へトル
干呈吉歎。

正面ヘムキ合、

鬼神の勢に 後ズサリ太鼓前ニテ右
正面ヲ見テ fi5L落レパj 卜文言ニ会テ、
房ヲ如常、右ノ肩ノ上ニテ、取直シナ

27 乱れ落つれ へヌキ足シ
ガラ、左ヘ廻ル也。左右ヘノサソク肝

1;1:' 袖カムル型シテ下二居
要也。
暴露、 四段目ノカシラノ扇アツカイ也。
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正中ニテ橋紛向キ、
右足ヲ踏ミ止メ、スグニ右足引キ、 - [復元メモ]29参照、 別の仕方あり。
改メテ右足踏出シ(左半身)、足拍子
(右)ーツ(強ク)踏ム時、 扇平ラニ稲シ、 「ひらむJ=平たくなる。ひらぷ。
打ツ。

阜、正へネジ、扇トジ、合掌(一足引
キ)、足j自子、正面へ出、
合~ノ手ヲトク。

正ヘ一足出、見(ヨセイ7リ)。
。 「ヨセイJ
〈自然居士)[復元メモ]参照

左ヘ大キク廻り、脇前受ケス'、 常座ヘチ。
(面ヲ残シ、イキイキトシタル心待 。「函ヲ残シ、イキイキトシタル心待J
デ)

常座ニテ小廻リ。

小廻リ橋I!fリ向キ止マリ、 → [彼πメモ]36参照、別の仕方あり。
左 ・省ト出、右足引キソロヱ、

足拍子(右)。 「フミ ツクルJ…29により足泊子と判断。

正ヘキットネジ、 合掌、正ヲ見ル。

脇正面ヘキットネジ、
合掌ノ手ヲトキ、留拍子(右)(左)。
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41 報告 ワークショップ 「江戸初mJ型付に基づく実験的彼元j

ことごとく
立チ扇右手ニ持直シ右

28 矢先にか
ヘキリット廻リ

かつて

(rにJと「けJの問右織に・)橋懸ノ
鬼神は残ら 脇正へ一足シカケ出

方ヘムキ、右足ヲフミコミ、頓而引テ、

29 ず討たれに 更二一足出打込ミ指シ
又フミ出シテ、ーツ足フミスル也。

けり ヒラキ
ツヨミニフミツクル卜同ク、 扇ヲヒラ

メテ、「うたれにけりj ト云文言ニ合
テ、打機ニスル。

30 
有菱重し有難 正向キナリ二扇閉ジー
しや真に 足引キ会~ 早、正面ヘムキ合テ、合掌シテ、

足拍子(七ツ) ノル足フミヲシテ正面ヘススミ、

31 党日且諸蕩 「真J・「冗j・ 手ヲ直ス也。

白書J0 ，翠J0 
「薬JO右へ踏込ミ

薬念彼観音 「念彼J・-・
32 のカを合わ 扇ヒロゲ「観音の」左 正面ヲ見入テ、ヨセイアリ。
せて へ指廻シ

「カをJ右へ廻り

33 
すなわち還

見付柱際ニテ受ケ
左ヘ大ニ廻ル也。

務於本人 面ヲ残、 イキイキ トシタル心待吉。

34 
すなわち還

大小前ニテ小廻リ
着於本人の

問、小廻ル也。

35 敵は 正ヘ一足出指シ

初ノ小廻ヨリ、橋懸ノ方ヘムキタル時、
36 亡びにけり 右足ヲフミ出テ、又引テ、

フミツクル也。

37 これ観音の 片左右仕止メル
正面へ急速ニムキナガラ、合掌シテ正
函ヲミル。

(，なJ右横に・「りJ左績に・)
38 仏力なり 右へ身ヲヒラキ、ワキ正面ヘ急速ニム

キ、合掌ヲヒラキ、足ブミシテ仕留也。
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〈
自
然
居
士
〉
ク
セ

{復
元
メ
モ
】

(
江
口
文
忠
)

「揖
md僻舛抄
』
(
能
楽
資
料
集
成
1

『下
問
少
進
集
I
」
)
〈
自
然
居
士
〉

一
、
山
舞、

色
々
に
右
レ
之
也
。
巨
二
番
顕
一故
略
レ
之
。

※

「少
進
能
伝
仙台
』
(能
楽
資
料
集
成
3

『下
問
少
逃
集
H
」
)
に
は
、

一
部
ク
セ
の
型
を
記
す
(
別
表
備
考
欄
参
照
)。

〈参
考
〉
「岡
家
本
江
戸
初
期
能
郡
一付
』
(二
O
O
七
年
、
和
白
郁
容
院
)

〈
自
然
府
土
〉

山
特舛、
品川H
事
な
し
。

O
「
見
る
」
所
作
の
頻
山

・
「ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
」
と
い
う
日
記
述
が
多
い
。
ー
す
べ
て
の

「
ヒ
ラ

キ
」
が

mの
「
聞
」
に
該
当
し
な
い
?

(例
)
「
右
ヘ

ヒ
ラ
キ
、
ミ
ル
」
(
表
7
、
川
な
ど

)
i
「
右
ウ
ケ
」
と
解
釈
。

・
常
的
ち
た
柳
の
楽
を
意
識
し
、
「
見
る
」
「
指
す
」
所
作
(表
5
、
8
、
日
)

5
「ヲ
ツ
ル
所
ハ
真
中
也
」
↓
「
真
中
」
と
は
?

〈参
考
〉
「
少
進
能
伝
対
』
(雨明
羽
)
「下
ヲ
ミ
ル
討
ヅ
カ
ヒ
ア
リ
」

43 

O
ヨ
セ
イ
(
余
情
)

(
表
問
、
包
)

「
日
本
国
持
大
事
典
」

ょ
せ
い

{余
情

}
l
よ
じ
よ
う
に
同
じ
。

よ
じ
よ
う

{余
悩
} 秋

岡
城
介
の
型
付
や

『爺
舞
抄
』
に
頻
出
す
る
語

物
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
心
か
ら
消
え
な
い
そ
の
味
わ
い
。

ま
た
、

一百
時
芸
術
な
ど
で
、
直
扱
表
現
さ
れ
ず
、
一一面
外
に
た
だ

よ
う
立
か
な
紡
趣
。
特
に
、
平
安
初
期
以
来
、
和
歌
・
述
歌

・

俳
殺
な
ど
で
尊
重
さ
れ
る
理
念
を
い
う
。
余
制
。

「時
代
別
国
語
静
胤ハ
」

ょ
せ
い

{余
情
}

①

詩
歌
な
ど
で
、
文
字
削
だ
け
で
は
表
し
き
れ
な
い
深
い
思

ぃ
。
又
そ
の
結
来
、

一京
外
に
ま
で
た
だ
よ
う
情
慾
。

「
余
勢
」
と
も
。
外
而
に
ま
で
発
動
し
て
、
そ
れ
と
わ
か
る

内
な
る
勢
い
。
ま
た
、
転
じ
て
、
そ
の
結
巣
と
し
て
の
外

見
だ
け
の
勢
い
、
体
裁
を
い
う
。

② 

秋
閉
城
介
の
型
付
内
の
「
ヨ
セ
イ
」
川
例
(
抜
粋
)

〈郎
榔
〉
「
そ
も
天
の
こ
ん
つ
と
は
」
、
問
答
ノ
内
、
文
一言
ヲ
分
別
シ

テ
ヨ
セ
イ
ス
ヘ
シ
。

↓
問
答
や
論
義
で
の

「
ヨ
セ
イ
」
:
・
「
ア
シ
ラ
イ
」
に
該
当

〈
白
楽
天
〉
「
間
ヲ
詠
て
」
、

一
歩
シ
テ
ヨ
セ
イ
。

〈
新
政
〉

「行
さ
し
く
た
す
|
け
し
き
か
な
」
ワ
キ
正
面
ノ
方
ヲ
詠

ヤ
ル
。
文
言
ニ
合
、
山
ト
川
ト
ヲ
ミ
ル
。
ヨ
セ
イ
也
。
ワ

キ
モ
景
気
ミ
ル
心
吉
。

↓
訟
色
を
見
る
所
作
に
伴
、
っ
。



Ｈｏｓｅｉ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｒｅｐｏｓｉｔｏｒｙ

44 

イE花
月 )J

ハ
チ
ニ
ツ
イ
、
方
手

「
あ
ら
崩
白
や

l
」
ヨ
セ
ィ
。

「
悲
し
け
れ
」
ヒ
ラ
キ
、
ヨ
セ
ィ
。

ニ
持
也
。

l
心
的
を
友
す
品
に
伴
う
。

〈川
付
〉
「
議
念
般
観
点
U|
」
、
正
而
ヲ
凡
人
テ
ヨ
セ
イ
ア
リ
。

〈
参
考
〉
「
意
同
開
妙
」
〈
仲
庁
間
〉

「
名
ば
か
り
は
従
似
品
寸
の
跡
ふ
り
て
」
と
云
品
、ぃ山
跡
を
必
泌
す

る
こ
、
ろ
を
外
相
必
に
顕
す
ぺ
し
。
又
余
仙
川
沿
た
る
は
、
を
よ
ば

ざ
る
よ
り
を
と
れ
り
。
此
心
悼
村
、
諸
能
に
あ
り
。

〈千
手
v
ク
セ

{復
元
メ
モ
}

(中
司
由
起
子
)

*
各
メ
モ
の
白
磁
の
数
-V
T
は
表
の
喬
号
と
対
応
す
る

日
川
川
川
門
凶

l
左
右

・
打
込

・
〈
柏
崎
〉

一
、
「
御
法
に
も
三
界
一
心
」
挙
ル
大
タ
イ
ハ
イ

て
「
心
仏
及
衆
生
と
|
」
右
タ
イ
ハ
イ
ノ
崩
ヲ
引
。

本
初
一
付
で
刈
例
が
非
常
に
多
い

仁
羽

M

現
行
金
ぷ
流
(
シ
テ
)
「
き
れ
ば
始
め
の
み
法
に
も
(
地
疏
)

大
ト
必
有

「三
削
介
峨
.
心
、
心
外
臨
時
"
別
法
、
心
及

正

割安
と1T
Ilff込
くミ
とヒ
きラ
はキ
1ナ

後
ズ
サ

〈
約
的
〉

一
、
「
制
悩
の
き
つ
な
に

タ
イ
ハ
イ
。

紡
ほ
れ
ぬ
る
そ
」
ヒ
ラ
イ
テ
ぷ
れ
|

先

缶

、

ン

ト

メ

ル

ぷ

手

ニ

テ

シ

ヲ

リ

現
行
金
作
流
焔
怖
の
併
に
、
結
ぼ
お
れ
ぬ
る
子
悲
し
き

「
一
二
川
の
同
や
遠
江
」
タ
イ
ハ
イ
シ
テ
、
フ
ミ
ス
ユ
ル
。

↓

左
打
仕
止
メ
拍
子
「
お
」
(
れ
)
・
「
う
」
(
左
)

『
附
家
本
江
戸
初
期
能
型
付
』
「
一
二
例
の
図
や
」
ひ
ら
き
、
ふ
ミ
す
ゆ
る
。

又
嫁
納
め
て
も
。

22 幻
「
灯
階
う
し
て
は
」
正
問
へ
ム
キ
、

一一ωニ
テ

一
ア
フ
ギ
、

ニ
ツ
メ

凶
凶
N
胤
同
問
川
凶

『
金
者
安
閑
…
仕
舞
付
』
て

「
と
も
し
び
く
ら
ふ
し
て
は
」
と
、
あ
ふ
ぎ

を
さ
き
へ
き
し
、
友
へ
少
こ
ま
ハ
る
し
ま
い
有
レ
之
。

お
「
四
国
に
鐙
欲
の
戸
の
内
」
局
面
ニ
ア
テ
ヌ
也
。
ワ
キ
ニ
カ
マ
ユ

ル
也
。
山
以
如
常
而
ニ
ア
ツ
ル
コ
ト
モ
街
。
什
片
時
モ
「
凹
而
」
ト
云
文
一
リ

国
側
問
問
問
問
問
問
問
問
凹

『附
{
旗
本
江
戸
初
期
総
滋
付
」
「
問
偏
に
そ
か
の
」
と
、
右
ノ
方
を
問
て

ミ
る
。
又
円
刷
、
上
は
の
ご
と
く
し
て
、
す
ぐ
に
お
ろ
し
も
す
る
。
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{こ

多
b、

〈山
姥
v
キ
リ

{似
元
メ
モ
}

(
柳
瀬
千
組
)

牢
各
メ
モ
リ
孤
の
数
字
は

H
K
の
詐
ひ
と
対
応
す
る
。

始
ま
る
地
点
は
、
杖
を
後
見

-Mで
波
し

M
の
持
ち
終
え
る
と
判
断

し
、
常
肢
と
し
た
。

2

こ
こ
で
品
川
へ
行
く
こ
と
に
ぷ
当
す
る
記
述
は
な
い
が
、
3
で
左
へ

闘
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
角
へ
行
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

7
こ
こ
で
品
川
へ
行
く
こ
と
に
該
当
す
る
記
述
は
な
い
が
、
「右
ノ
ガ

へ
財
指
テ
」
い
る
こ
と
、
ま
た

8
で
左
へ
阿
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

角
へ
行
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

8

「
廻
り
返
ス
」
を
、

6
で
「
右
へ
廻
」
っ
て
い
る
こ
と
と
、
9
で

「
左
へ
又
一
ツ
勉
」
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
友
へ
魁
る
こ
と
と
判
断

1
」
れ
~
。

叩
復
元
の

「
ツ
レ
へ

二
足
詰
め
な
が
ら
荒
込
み
」
と
い
う
型
は
、

二

起
の
ハ
コ
ピ
を
左
へ
の
二
回
目
の
回
転
の
最
後
と
解
釈
し
て
考
梁
し

た
。

45 

(10のゆきみち例〉

~ 

回
以
文
で
は
演
技
が
二
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。「
又
、
只
ヒ
ラ
キ
テ

モ
見
ル

o
A
ハ
タ
ケ
タ
ル
也
。」

と
い
う
第
二
の
現
({翻
刻
}
参

照
)
は
現
行
に
近
い
所
作
と
思
わ
れ
る
が
、
通
常
の
演
出
と
思
わ
れ

る、

一以
上
で
耐
を
か
づ
く
所
作
を
採
用
し
た
。
「
カ
ツ
ク
」
の
語
は

秋

m減
介
型
付
の
他
的
条
で
は
〈
花
月
〉
の
装
束
付
で
、
弓
を
背
負
う

僚
子
、
〈
給
羽
〉
キ
リ
で
執
を
被
く
型
な
ど
に
見
え
る
。

ロ
秋
悶
竣
介
型
付
に
お
い
て
は
「
タ
イ
ハ
イ
」
即
ち
左
右
で
あ
る
た

め
(
ク
セ
各
州
参
照
)、
「
左
ダ
イ
ハ
イ
ノ
ゴ
ト
ク
」
は
、
現
伝
の
下

僚
の
左
右
の
よ
う
に
袖
を
あ
し
ら
う
所
作
で
あ
ろ
う
と
解
釈
し
た
。

日

「足
ふ
み
ち
が
へ
」
H

ソ
リ
返
リ
で
あ
る
と
、
秋
田
峻
介
型
付
の
他

仙
の
用
例
か
ら
判
断
し
た
。

V
「矢
の
下
に
射
ふ
せ
ら
れ
て
」
備
(池
川
備
後
の
こ
と
)、
指
テ

右
へ
廻
、
上
而
ヘ
ム
キ
、

左
へ
口
比
ヲ
ア
マ
シ
テ
、
右
足
左
足
ヲ

引
、
フ
ミ
チ
カ
ユ
ル
。
又
フ
ミ
チ
カ
ユ
レ
ハ
、
ワ
キ
正
而
ヘ
ウ

シ
ロ
カ
ナ
ル
時
、
ア
フ
ニ
コ
ロ
フ
由
。〈
絞
住
石
〉
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V

「
我
と
身
を
き
る
」
友
ノ
フ
キ
ノ
下
へ
刀
指
ト
ヲ
シ
テ
、
右
足

ヲ
フ
ミ
チ
カ
ヘ
テ
、
左
ヘ
キ
リ
、
ト
廻
リ
、
正
面
ヘ
ム
ク
。
口

伝
。〈
経
政
〉

口
こ
こ
で
の

「
ス
ハ
リ
所
」

(ス
ハ
ル
は
止
ま
る
意
)は
、
ゆ
で
常
附
肢

を
「
唐
使
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
居
座
以
外
の
ス
ハ
リ
所
と

考
え
、
大
小
前
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
た
。

同

「
(少
)
キ
ヲ
フ
」
の
刈
例
は
〈
田
村
〉
キ
リ
に
も
あ
る
。
な
お

「気

負
う
」
の
一
般
的
な
意
味
は
以
下
の
通
り
。
(「日
本
国
ザ品
川
大
辞
典
』

第
二
版
よ
り
)
』

き
お
う

{競

・
勢

・
気
負
}
(『日
間
』)

①

(
競
)
負
け
ま
い
と
し
て
は
り
あ
う
。
絞
争
す
る
。
せ

り
あ
う
。
先
を
争
う
。

②

気
力
を
集
中
し
て
ふ
る
ま
う
。
勇
み
た
つ
。
意
気
込

む
。
勢
い
が
あ
る
。

ω
似
文
に

「〈
阿
古
木
〉
ノ
コ
ト
ク
モ
」
と
い
う
型
も
併
記
さ
れ
て
い

る
が
、
通
常
の
ほ
う
を
採
川
し
た
。

〈悶
村
〉キ
リ

{復
元
メ
モ
}

(深
、部希
望
)

本
各
メ
モ
の
数
・ザ
は
表
の
番
号
と
対
応
す
る
。

7 

秋
田
城
介
型
付
に
は
6
1
8
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
何
も
し
て

い
な
い
の
で
は
な
く
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
記
述
し
な
か
っ
た
と

判
断
し
、
『
少
進
能
伝
批
判
」
(
能
楽
資
料
集
成
3

『下
問
少
進
集
」

H
)に
よ
っ
て
補
い
、
復
元
し
た
。
8
に
つ
い
て
も
同
様
。
「
蛍
狩

抄
」
は
記
述
が
簡
略
で
該
当
箇
所
に
つ
い
て
の
記
述
な
し
。

V
お
1
幻
「
舞
ノ
内
ノ
四
段
目
ノ
顕
ノ
収
カ
ヘ
ス
一腕」、

「削
段
目
ノ

カ
シ
ラ
ノ
扇
ア
ツ
カ
イ
」

お

「
一同
ヲ
カ
ナ
メ
ヲ
先
子
ン
テ
、
左
方
へ
逃
ナ
ガ
ラ
」

l
羽
級
悶
に

該
当
。

お
「
初
ニ
左
へ
巡
タ
ル
一扇一
ヲ
官
向
上
テ
、
右
へ
取
返
シ
ナ
ガ
ラ
」

ー
左
手
か
ら
右
手
へ
磁
を
持
ち
務
え
る
。
右
手
の
持
ち
方
に
つ

い
て
は
左
記
〈
杜
若
〉
の
川
例
か
ら
、

一期
を
返
し
て
地
紙
を
内

側
に
し
て
姿
を
持
つ
と
判
断
。

幻

「一
周
ヲ
如
常
、
右
ノ
肘
ノ
上
ニ
テ
取
直
シ
ナ
ガ
ラ
、
左
へ
廻
ル
」

l-袋
を
逆
手
に
撮
っ
た
持
ち
方
か
ら
常
の
持
ち
方
に
反
す
。

〈参
考
〉

秋
田
城
介
剤
一
付
〈社
務
〉
ク
セ
(
抜
粋
)

一
、
「
か
や
う
に
|
」
友
ニ
持
タ
ル
Mm
ヲ
ワ
キ
へ
指
テ
、
少

進
ム
。

一
、
「
う
た
か
ハ
せ
」

溺
ヲ
ワ
キ
ノ
方
ヘ
ス
ツ
ル
。
持
ノ
問

段
目
ノ
扇
也
。

一
、
「
た
ま
ふ
な
」
尉
ヲ
右
へ
ト
リ
返
ス
。
内
へ
返
し
て
血
。

一
、
「旅
人
」
又
凶
ヲ
折
コ
ミ
、
友
へ
身
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
ワ
キ

ヲ
見
テ
少
面
ヲ
唆
ィ
、
左
へ
廻
ル
。

一
、
「は
る
/
¥
」
左
へ
廻
ナ
カ
ラ
溺
ヲ
府
ノ
上
ニ
テ
取
直

ス
也
。

一
、
「き
っ
、
や
舞
」

一
ツ
ニ
テ
モ
ニ
ツ
ニ
テ
モ
機
子
次
第

廻
テ
、
則
対
拝
ス
ル
也
。
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〈
会
与
〉

・
「
仇
鈎
妙
」

(能
梨
資
料
集
成
l

「
下
川
少
込
集
」

l
}
〈川
村
〉

「大
悲
の
弓
に
は
」
と
・
ぷ
時
、
ぷ
へ
悶
を
と
る
。
「
.
山
絞
と
怖
か
、
っ

て
」
と・

x時、

M
を
心
へ
取
返
し
て
お
る
】
「
み
だ
れ
つ
れ
ば
」
と

い
ふ
時
、
婦
を
ひ
し
ぐ
。
比
外
色
々
に
仕
舞
有
レ
之
。
依
ド
匹
一・
祢

顕
4

峠
似

r崎
市

・
「
少
進
能
伝
作
」

〈川
村
〉

「千
ノ
御
手
ご
と
に
」
凶
ヲ
ぷ
へ
ト
リ
、
「
ち
ゑ
の
矢
を
は
げ
て
」
ト

ぷ
へ
廻
、

「一

た
び
ハ
な
せ
パ
」
ト
・
化
而
へ
刷
、
ぷ
へ
フ
ミ
コ
フ
デ
、

ハ
な
す

「千
の
矢
さ
さ
」
ト
れ
ノ
比
ヲ
引
、

「凶
あ
ら
れ
」
と
凶
ヲ

折
て
、
行
ノ
上
ニ
テ
行
へ
ト
リ
介
¥
お
へ
廻
、
あ
ま
し
て
、
「
み
だ

れ
お
つ
れ
パ
」
卜
行
の
う
へ
に
ま
は
し
て
、
在
へ
制
心
、

M
ヲ
如
レ
凡
怖

か
草川
・

白
川
町
文
で
は
別
の
型
と
し
て

「変
ニ
テ
ハ
打
仕
涛
セ
ス
シ
テ
、
米
ノ

「
カ
タ
キ
ハ
ホ
ロ
ヒ
ニ
け
り
」
ト
三
所
ニ
テ
、
知
此
ノ
仕
舛
ス
ル
モ

氏
。」

と
も
あ
る
。
山
以
兄
で
は
こ
こ
で
打
つ
別
を
保
川
し
た
。
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山
川
却
で
打
つ
明
を
し
れ
怯
か
っ
た
助
A
H

の
仕

H
と
し
て

「公
ニ
テ

μ比

ヲ
フ
ミ
山
川
テ
、
フ
ミ
ツ
ク
ル
ト
.
皮
ニ
、

M
ヲ
ヒ
ラ
メ
テ
打
倣
ニ
ス

ル
モ
U
H
，
浸
ニ
テ
ハ
ル
比
例
七
ハ
、
初
ノ
「
か
た

8
ハ
、
っ
た
れ
に
け

り
』
ニ
テ
ハ
、
帆
処
フ
ミ
ト
、
ヨ
七
イ
ハ
カ
リ
U
H
。
川
代

m
.. 山
ハ

忠
シ

A
H
常
ハ
-
一度
モ
ボ
符

」
と
あ
る
そ
の
阪
は
、
初

「・かた

き
(「山地神
」
の
ぷ
記
)

ハ
(「
，
小
残
」
を
省
略
)う
た
れ
に
け
り
」
で

は
、
日
比
約
r
y
と
ヨ
七
イ
だ
け
の
ゆ
.が
良
い
と
す
る
打
つ
間
引
を
.. 皮

ず
る
の
は
良
く
な
い
が
、

A
H
件
下
の
相
の
瓜
悦
は
川
辺
な
い
と
す
る
。

O
僑
併
の
方
向
を
向
く
所
作
が
多
い

・
『
積
舞
抄
』

「
い
か
に
鬼
神
も
ま
さ
に
間
ら
ん
」
と
云
、
鬼
神
の
い
刀
を

福
懸
に
し
、
昨
咋
万
を
正
ア聞
に
す
べ
し
。


